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魔女令嬢は薔薇をまとう




～別れの媚薬のはずが、初恋の王子の愛され婚約者になりました～
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（なぜ私は、うまくできないのだろう）

　薔薇の匂いがむせ返る庭の片隅で、ローゼマリーは独り、ぽつんと立っていた。

　母親譲りの黒い髪が、風に吹かれて視界を幾度も遮る。

　花壇一つ隔てた向こうでは、貴族の子女達が歓談に花を咲かせている。

　今日は王族主宰の茶会で、成人前の王子と王女も同席している。七歳のローゼマリーも、王の信任厚いシュティルケ公爵の令嬢として招待されていた。

　会場には、なんとか彼らと縁を持とうとする人々が、手ぐすね引いて溢れ返っていた。

　それを醒めた目で見たのが（ローゼマリーにはそんなつもりはなかったが、そう指摘されてしまった）、いけなかった。






「シュティルケ家の亡き奥方様、怪しげな薬の研究をなさっていたんですってね」

「ローゼマリー様もそうしたお勉強をなさっているとか」

「嫌だわ、不気味！」

　自分と同い年の令嬢達が笑い合う声が聞こえる。耳を塞いでも、通り抜けてきそうなほど高い声だ。

　ローゼマリーは、唇すら噛まずに俯き、じっと足元の土を見つめていた。

　ここでしおらしく泣いていれば、向こうの令嬢達もさすがにやめてくれるだろうか。

　いや、そうは思えない。

　むしろ、こんな自分を慈しんでくれる父を困らせる事態になってしまうのではないか。

　そう考えると、ただ独りで耐えるほかに、ローゼマリーには術すべはなかった。

　楽しいことを考えていればいい。

　そう、すぐそばに咲いている薔薇で香水を作ったら、どんな風だろうか。

　母は香水だけでなく、何でも手作りをしていた。

『同じ薔薇でも、品種を変えたり、こうして違う花を混ぜたりすると、ほら。全然違うでしょう？』

『ほんとう……すごいです、おかあさま！』

『ふふ。いつかあなたが素敵な淑女レデイになった時、とびきり素敵な香水を作ってあげるわ』

『わあ、ありがとうございます！』

　母は優しかった。

　寒気で苦しい時も、母の煎じた薬がよく効いた。眠れない夜はハーブティーも手ずから淹れてくれたし、料理も裁縫も得意だった。

　ローゼマリーが母と同じように、色んなものを作れるようになりたいというと、少しだけ困ったような顔をしたけど、最後には『嬉しいわ』と笑ってくれた。

　後になってその理由が、母の先祖が『魔女』であるからだと知ったが、ローゼマリーの気持ちは変わらなかった。

　母が病気になった時、ローゼマリーのその思いはいっそう強くなった。

　病を治せる薬を作れるようになりたい──もちろん、間に合うことはなかったけど。

（だめ……泣いてしまう）

　ふるふると、ローゼマリーは首を横に振った。

　楽しいことを考えなくてはいけないのに、どうしてこうも、心が弱いのだろう──。

　あと少し。日がもう少し傾いたら、茶会は解散になる。サロンにいる父が迎えに来る。

　その時には、笑って「とても楽しかったです」と言えるようにならなければ。

　だけど──。

「君。ねぇ、君」

「……えっ？」

　ローゼマリーは顔を上げた。

　すると、目の前に、ローゼマリーより少し年上の少年が立っていた。

（綺麗な金色の髪）

　この国において、金髪は一般的だ。ローゼマリーのような黒髪のほうが珍しい。

　だが、彼の髪は短いのにもかかわらず、ローゼマリーがこれまで見た人の中でもっとも美しかった。

　胸元には、真っ赤な薔薇の飾りをつけている。輝く金色の髪と相まって、彼によく似合っていた。

「こんなところにいないで、あっちへ行こうよ」

「い、いえ……わたし、は」

「気分が悪いのかな？」

「……」

　ローゼマリーは、少し間を置いてから、控えめに首を横に振った。

　本当はもっと、きちんと受け答えをしなければいけない。そう思うのに、言葉が上手くでない。

（あ、そうだ。せめて名乗らないと）

　公爵令嬢の立場と今の自分が、結びついているとは思えない。噂話で盛り上がっていた令嬢達とは、別の茶会でも会ったことがあるので、見知っているに過ぎない。

「あ、あの」

「よかったらこれあげるよ」

「えっ？」

　彼はそう言うと、躊躇ためらうことなく胸の飾りを外し、ローゼマリーに手渡した。

「あ、あのっ、受け取れません」

「君、きっと自分が思う以上に疲れているんだよ」

　そうなのだろうか。でも、確かに、心はずっと重かった。

　返そうとしても、彼はにこりと笑うだけだった。

「植わっている花もいいけど、手にとって見てみたら、より気も紛れると思うよ」

　でも、勝手にとっちゃ花がかわいそうだからねと、彼は笑った。

　手にとって初めてわかったが、飾りは本物の薔薇ではなかった。見間違うほどに、精巧だった。

「きれい……」

「気に入ってくれた？　枯れない薔薇だよ」

　ローゼマリーは、じっと手の中の造花を見つめた。

　一枚一枚の花びらが薄布で作られ、丁寧に染色されている。明るい中で見ると、うっすらと下の花びらの色が透けて、深みを増している。

「君の黒髪に、よく似合うはずだよ」

「わ、私の……ですか？」

「うん。君の髪、この国では珍しいね。すごく綺麗だ」

「あ…………」

　母譲りの黒髪を褒めてくれるのは、身内だけだった。周りの人はみな、遠巻きに見ては「あれが魔女の証だ」と笑ってすらいたのに。

　珍しいと評されても、全く心への響き方が違う。

　ありがとうございます、と、言おうとした時だった。

「リーン！」

　人を呼ぶ声がして、目の前の彼がパッとそちらを振り向いた。

（リーン？　まさか……この方は）

　俯うつむきがちだったローゼマリーは、初めてまともにリーンと呼ばれた少年の顔を見た。

　横顔だったが、まるで空のような明るい碧眼も、金色の髪に負けずに美しかった。

　視線を逸らすどころか、釘付けになってしまった。

「ごめん、兄様に呼ばれてしまった」

「……はい」

「……。君、シュティルケ公爵のご令嬢だよね」

「あっ、は、はい！」

　彼は知っていたのだ。
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　当たり前といえば、当たり前だ。彼の立場を考えれば。

　しかし、それだけでローゼマリーの胸に温かなものが一気に広がった。

「ローゼマリー・マルガレータ・シュティルケと申します。あの……」

「じゃあローゼだね。僕はリーン。リーンハルト。ね、きっとまた逢えるよね」

「……逢って、いただけるんですか？」

「もちろん。もう僕達、お友達だよ」

　キラキラと、視界が輝く。

　リーンハルトを中心にして、眩く光っている。

　彼はまるで太陽そのものだ。

「じゃあね、今度はゆっくりお話しようね」

「は、はい！　喜んで」

「はは。いい返事だね。じゃあまた逢おう」

　そう言って、リーンハルトは駆け出し、一度だけ振り返って笑顔でローゼマリーに手を振った。

　ローゼマリーも、無意識のうちに小さく振り返していた。

（リーン……第三王子の、リーンハルト・ヴィーク様……）

　二人の兄王子がいるため、王位を継ぐ可能性は低い。

　だが明るく利発で、国王夫妻も兄王子らも大変可愛がっていると、ローゼマリーですら知っている。

　ただ、本人と対面したことは一度もなかった。

　だから気づかなかった。まさか、王子があんな気さくに声をかけてくれるなんて、思いもしなかったからだ。

「……リーン、ハルト様」

　手の中に咲く薔薇は、香りを発さない作り物であるはずなのに、本物よりも瑞々しく匂い立つようだった。

　母からは色んなことを教わったが、この胸のときめきは、初めて知った。

（でも……この気持ちは……）

　王子である彼は、いずれ外交のために──他国の姫と結ばれる。この国では、それが普通だった。

　だから、叶うはずがないのだ。

　好きになったとしても、意味はない。

　しかし、想うだけなら許されるだろうか。






　ローゼマリーは、リーンハルトが去って行った方を、父が迎えに来るまでずっと見つめていた。
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　茶会での出逢いから、十年が経った。

　長ずるにつれて、ローゼマリーも、それなりに友人ができた。

　だが、それは公爵令嬢であるがゆえの、表層的な付き合いが殆どだ。

　そんな中で、リーンハルトは裏表なく親しくしてくれた。

　たとえそれが、自分一人に向けられたものでなく、誰に対しても変わらない態度だとしても、ローゼマリーは嬉しかった。

（私を魔女だと嘲あざけらない。それどころか、応援してくれる）

　そんなリーンハルトは、ローゼマリーよりも三つ年上で、今年二十歳を迎えた。

　十年前の天使のような容姿から、明るさはそのままに今は年相応に精悍せいかんな青年へと成長していた。

「お嬢様、今日の髪型は如何なさいましょう」

「そう、ね。暑いから……髪を全部あげてくれると嬉しいな」

　いつもローゼマリーの髪を結ってくれるのは、侍女のテレサだ。

　小さい頃は、後ろでまとめるだけでいいと思っていた。

　だが、今は、テレサを信頼して自分に合う髪型にしてもらっている。いつも少しずつ違うものを。

「今日は水色の花飾りに致しましょうね」

「ええ、任せるわ」

　今日は汗ばむほど陽気が良い。ドレスも明るい青を基調にしたものだ。見た目だけでも涼しげにしたい。

「お嬢様の黒い御髪《おぐし》は、どんな色も映えますわね」

「そうかしら」

「ええ。きっと、リーンハルト様も喜びますよ」

「じょ、冗談はやめて。……いいの。私は、ただ、こうしてお話相手としてそばにいられるだけで……」

　十年間、秘め続けた想い。さすがにテレサは理解していて、良き相談相手でもある。

　実らせるつもりは、ない。

　リーンハルトはいずれ他国の姫を迎える。自分も、そろそろ父が縁談を持ってくるはずだ。

　父の実子は、自分しかいない。だが、父はいずれ分家筋から養子を迎えるつもりらしい。

　なので、ローゼマリーに結婚を急かすことはなかった。それでも、公爵令嬢として、いつまでも独り身でいることはできない。

　母亡き後も、慈しんでくれた父のためにも、良縁に恵まれなくては。

　──この想いは、それまでの間の宝物。

「お嬢様……」

「な、なんでもないの」

　気づけば、涙が滲んでいた。ローゼマリーは慌てて、ハンカチで目許を押さえた。

「本当に、なんでもないのよ。……さ、早くしないと。リーンハルト様をお待たせしてしまうわ」

　努めて、笑顔を作る。

　こんなことができるほどには、自分も成長したと、ローゼマリーはどこか物寂しい気持ちで自嘲した。

　もっともテレサにはお見通しなのだろうが、そうでもしないと、ここ最近は特に、泣きだしてしまいそうだった。
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「君に頼みがあるんだ、ローゼ」

　王城に上がって、ローゼマリーはいつも通りにリーンハルトと歓談していた。

　昨年隣国で発見された新しい植物が持つ効能が、調査によってだんだん分かってきた、という話で盛り上がった。

　すると、リーンハルトが急に真剣な顔で打ち明けてきた。

「君は、亡きお母上から薬の作り方を学んでいたよね」

「はい。でも、本職である薬師とは、また違う薬と申しますか……」

　リーンハルトは理解を示してくれているが、いわゆる魔女の薬は、世間的に流通しているものではない。中には怪しげなものもある。

　だがローゼマリーの母は、きちんと効用を調べて作っていた。感覚的には、製薬というよりも、料理に近いようなものだ。

『効き目があればあるほど、良いわけじゃないのよ。強すぎる効果は毒になってしまうの』

　母は、亡くなる少し前に簡単な調合を教えてくれたが、いつもより厳しい声でそうローゼマリーに諭していた。

『私の持っているレシピは全てあなたにあげる。でも、使い方を誤らないでね』

　母の言葉を守るためローゼマリーも、せいぜい、その人の不調の内容にあわせて組み合わせたハーブの茶や菓子をプレゼントする、ぐらいが関の山だった。

「どこか、お身体の具合が悪いのですか？」

　失礼を承知で、ローゼマリーはじっとリーンハルトの顔を見つめた。

　目の下に、うっすらと隈があった。

　こんな姿は今まで見たことがなかった。内側から輝くような、健康そのものの彼が、どうして。

「もしかして、眠っておられないのでは……」

「……うん、そうだね」

　当たりだった。

（眠れないということは、体調よりも、もしかして何か不安や心配事があってのことでは？）

　ならば、まずは話を聞くところから始めたほうがいいだろう。

　十年間、『お友達』として話し相手を務めてきた。

　深刻な相談も受け止め、誰にも漏らさない存在でなければいけない。

「何でもお話ししてください。解決策……までは、ご提案できないかもしれませんが、誰かに話すだけでも心が軽くなると思いますので……」

　ローゼマリーは改めて居住まいを正し、まっすぐにリーンハルトを見据えた。

　穏やかな笑みを作ることも、忘れずに。

「いや、君にしか解決できない」

「え？」

　リーンハルトの意外な言葉に、ローゼマリーは思わず聞き返してしまった。

「頼れるのは、君だけだ」

「リーンハルト様……」

　いったい何ができるのだろう。

（薬、かしら。でも、さすがに王族の方にお作りするのは……）

　ローゼマリーは、忠義深いシュティルケ公爵の娘として、叛意がないと判断され、リーンハルトへの差し入れは許されている。

　そのため、ローゼマリー自ら作った茶や菓子を、手土産にすることも少なくなかった。

　リーンハルトも、ハーブ調合に興味を持って「食べてみたい」とリクエストしてくれるからだ。

　だが、さすがに薬となると難しい。

　それでも、リーンハルトが悩んでいるなら、助けたい。

「君は……媚薬を、作れるかい？」

「え……？」

　しかし、さすがにその一言は、ローゼマリーには衝撃的だった。

「媚薬……で、ございますか？」

　思わず声が震えてしまった。

　聞き間違いであるように、と、祈ってしまった。

　だが無情にも、リーンハルトがこくりと頷いた。

「できるだけ強いものがいい。一回分でいいんだ」

「ど、どうしてでしょう。なぜ、そんなものが必要なのですか？」

　ハッとなって、ローゼマリーは周囲を見渡した。

　いつもいる従者は顔色を変えずに立っている。少なくとも彼はこの件を事前に知っていたのだろう。

　だが、それ以外の誰かが聞いていてはいけない。

「……人払いはしてある。今日は、誰もここに来ない」

「リーンハルト様……」

「君や公爵家には絶対に累が及ばないようにする。……本当に、こんなことを頼むのは……ひどいと思っている」

「……理由をお聞かせください。でなければ、どうお返事すべきか分かりません……」

　普通なら、王族の願いには素直に「はい」と従うか、取引を持ちかけるものだ。

　だがローゼマリーはともかく、理由を知りたかった。

　なぜ、そんなものをリーンハルトが欲しているのか。

「できれば聞いてほしくないが……そうもいかない、ね」

　困ったようなリーンハルトの笑みに、ずき、と、いっそう胸が痛む。

「何も聞かずにお応えするべき……だとは、わかっています。でも、ものがものでございます……どうか、理由をお教えください」

　本当は聞きたくない気持ちもある。

　しかし、どうしても聞かずにはいられない。

（今、私はどんな顔をしている？　笑っている？　いいえ、真剣な面持ちを作れている？　それとも……泣きそうな顔を、しているかしら）

　自分が今どんな顔を作っているか、分からなくなるぐらい、心がかき乱れている。

　まるで、大切な宝物を今にも奪われようとしているような、そんな心地だ。

「──僕に、結婚の話が出た」

　ローゼマリーは、息が詰まりそうになった。だが、喉を鳴らしてしまうのをぐっと押さえるように、唇を引き締めた。

「兄上達には、かなり早い段階で婚約者がいたんだけど、僕にはいなかった」

「……情勢次第で決めるために、ですね」

　リーンハルトが頷いた。

　ヴィーク国王夫妻には、王女はいない。そのため、継承権の序列が低い王子は、政略結婚で嫁ぐのと似たような形で、婿入りするケースもある。

　そうなると、ギリギリまで婚約の話は持ち上がらない。

　だからこそ、ローゼマリーも十年間、秘めた想いを持ち続けることができたのだが。

「だけど、自信がないんだ」

「リーンハルト様……？」

「愛のない結婚になる。もちろん、縁があった以上は、仲良くなれればいいと思う。……でも、王子として、夫としての責務を果たせなければ……」

「…………」

「相手を傷つけてしまう。だから、せめて一夜だけでも、と」

（ああ、なんて優しくて不器用で、残酷な人なんだろう）

　それは、声にできなかった。

　ローゼマリーは目を閉じた。

　王子としての役目。政略結婚。子作り。

　自分がそれを果たせない時のため、相手が傷つかないようにするために媚薬を欲している。

　──愛のない相手は抱けない。それが、リーンハルトにとっての『誠実』なのだ。

（隠しきれていたのですね。あなたから、この想いを……こんなお願いを、私にするのですから）

　心は今も乱れたまま。

　どんなに納得させようとしても、揺れてしまう。

「分かりました」

　それでも頑張って、ローゼマリーは微笑んだ。

「ローゼ……」

「一ヶ月……お時間をいただけますか？　間に合いますわね？」

「いや、時間はかかっていい……まだ、打診の段階だから」

「いいえ。リーンハルト様にとって、お守りのようなもの……と思っていただければ。ご安心を。身体に害のないよう、細心の注意を払って作ります」

　何も考えず、早く、作って渡してしまおう。

　そうでなければ、心が死んでしまいそうだ。

（媚薬をお渡しする日が、私の想いを凍らせる日……早いほうが、いい）

　いつか来る瞬間だった。

　その時がやってきただけの話だと、ローゼマリーは割り切ろうと決心した。
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　母は当然ながら、媚薬の作り方など教えてくれなかった。

　ローゼマリーがもうじき七歳になろうとした頃──つまり、リーンハルトとの出逢いの少し前。

　そんな幼子に教えるはずもない。

　だが、母はたくさんの蔵書を遺してくれた。

　母が最後に教えてくれたのは『目次』と『索引』だ。

　どこをどう探せば、目的の薬のレシピを紐解けるのか。

「……あった」

　母はきっと、自分では作ることがなかったのだろう。比較的、ページが綺麗だった。

（そうね、お母様には必要ない薬だわ……私だって、リーンハルト様のお願いでなければ……開くことはなかった）

　胸が、しくしくと痛む。

　まるで棘が刺さったかのようだ。きっとこの棘は、生涯抜けることはない。

　それでも、この想いに決着をつけるためにも、作り出さなくてはいけない。

（材料は……裏庭にあるハーブと、あとは……お父様に頼めば手に入りそうね）

　父は、母を愛していたし、今も愛している。

　魔女の血をシュティルケ公爵家に入れるつもりかと、非難囂々ひなんごうごうだったことは、父母からではなく、父方の親戚から耳に入れられた。

　だが、その親戚達だって、市場に出ている薬が高いからと、母に作らせていたのを知っている。

　母の死後は、それを娘のローゼマリーにさせようとしていたことも。だが、父がそれを止めた。

『お前は、お前の自由にしなさい。したくないことは、しなくていいんだよ』

　優しい父だ。

　その父に、今回のことは言えない。

　そして、ローゼマリーが密かに決意したことも。

　ことの次第では、このシュティルケ家を出て行かねばならないことも──。

　想いと決意を込めて、ローゼマリーは媚薬作りに取り組んだ。

　一ヶ月後。

　媚薬は無事に、完成した。
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　とびきり美しいガラス瓶に注いだ媚薬を携え、ローゼマリーは登城した。

　十年前に、初めて出逢った時に着ていたワンピースに似た色合いの白いドレスに、真っ赤な薔薇の飾り──リーンハルトがくれた、大切な宝物を髪に飾った。

　貰ってからずっと、大切に箱に仕舞っていた。

　これみよがしに普段使いすれば、周りの人も良い顔をしない。ただでさえ、王子の話し相手を務めてきたのだ。

　だから、彼からの贈り物は、表立って使うことはなかった。

　しかし、今日だけは許されたい。

　媚薬は、事情を知るリーンハルトの従者に持ってもらい、話し場の一つである執務室──の、応接間へと向かう。

　ここは非公式の重要な客人を通す場所で、行き方も複雑だった。

　ローゼマリーは存在だけは知っていたが、実際に通されるのは今日が初めてだった。

「リーンハルト様、ご機嫌麗しく」

　頭を下げて挨拶をすると、リーンハルトが立ち上がった気配があった。

「……完成したんだね」

　その声の低さに少し驚きつつも、ローゼマリーは顔を上げた。

　期待、迷い、覚悟、気づかい。色んな感情が見え隠れする。彼が浮かべていたのはそんな笑顔だった。

（あなたを好きにならなければ、きっとこんな思いはしなかったでしょうね）

　母が亡くなり、孤独を感じていた時、眩しいばかりの笑顔で話しかけてきてくれた。

　それからは、ずっと、とても良いお友達だった。

（あなたのそばにいて、誰よりも理解している。親友だからこそ、あなたは私に頼んだのですね）

　その信頼が嬉しい。

　気持ちを隠し続けられた事実に安堵する。

　同時に、何一つ伝わっていなかったのだと──寂しくて、悲しい。

（それはつまり……私を一度だって、女として見てくれなかったということ）

　そして、リーンハルトの信頼と、この十年の努力を裏切る行為に及ぼうとしている自分が、怖い。

　しかし、たった一度だけでいい。

　生涯ただ一つだけの望み。叶うことのないはずだったその望みを叶えられるのは、今日だけだ。

「こちらが、母の家に伝えられていた愛の秘薬……『ケラスムの媚薬』でございます」

　二人の間にあるテーブルの上に、従者が瓶をそっと置いた。

　うっすらとしたピンク色のガラスで作られた、薔薇を模したデザインの香水瓶だ。

　母が生きていれば、きっとこれに、ローゼマリーのための特別な香水を入れてプレゼントしてくれただろう。

　薬品棚の奥から、この瓶を見つけた時、きりきりと胸が痛んだ。

　でも、香水なんかもう、意味はない。

　最初で最後の願いを叶える媚薬こそ、この瓶に相応しい──そう思うのだ。

　中の液体は透明だが、ごくごく小さな粒の金の箔が、キラキラと光っている。

「……とても綺麗だね。もっと、どろどろとしたものを想像していたんだけど」

「私も作ってみるまで、そう思っていました」

　笑顔を作る。

　世界でいちばんの、自分ができる精一杯の笑顔だ。

　友達の皮を、まだギリギリで保ちながら。

「ありがとう。こんな、我儘わがままを叶えてくれて」

「いいえ……」

「……君は、僕の、いちばんの友達……だ」

「……いいえ」

　どうして、リーンハルトの声が、今にも泣きそうに聞こえるのだろうか。

　そう聞こえてほしいと、自分が願っているのかと錯覚するほどだった。

「使いどころを誤らないよう、大事にするよ」

「いいえ」

「ローゼ？」

「……これはまだ、治験ちけんが済んでいないのです」

　ドッ、ドッと、心臓がやけに高く鳴り始める。

　次に唇から紡ぐ言葉は、リーンハルトの『お友達』をひとりなくすことになる。

　たとえローゼマリーの願いが叶おうと、叶うまいと。

「ですので、効果を確かめなくてはいけません」

「分かった。今日は、試作品を僕に見せてくれただけなんだね。ありがとう」

「──いいえ」

「ローゼ……？」

「作った私が、この身を以て、効果を試します」

　言ってしまった。

　だが、まだリーンハルトはピンと来ていない様子だった。

　ローゼマリーは、瓶を手に取った。

　そっと蓋を外すと、薔薇の甘く官能的な香りがふわりと広がる。

　そして、勢いに任せて瓶に唇をつけ、瓶を思いきり傾けた。

「ローゼっ、何を……！」

　リーンハルトが手を伸ばす。従者も驚いたのか駆け寄ってきたが、一歩遅い。

　ごくん、と、ローゼマリーは瓶の中の媚薬を飲み干してしまった。

「ローゼ、吐き出すんだっ、早く！」

「ローゼマリー様っ」

　従者より早くリーンハルトが隣にまわって、ローゼマリーの背をさする。その手つきは慌てていても優しい。

　だが、ローゼマリーは首を何度も横に振った。

「──っ、っ！」

　絶対に、一滴たりともこぼしたくない。

（あ、熱い……喉だけじゃない、身体が……っ！）

　風邪を引いた時とは全く違う。

　どくん、どくんと、全身が大きく脈打つ。血が沸騰する。

　そして自分の身体から、強い薔薇の香りが発せられているようで、その匂いに眩暈めまいがした。

「あ……っ、ぅ」

　はぁ、はぁ、と、息が荒くなってくる。

「ローゼ……どうして……」

「……く、るし……」

「は、早く医師に見せなければ」

　ローゼマリーはふるふると、さらに首を横に振った。

「……こ、うかを……」

「ローゼ……っ」

「……お試しくださいませ……どうか、抱いて……」

　ローゼマリーは、切なく囁いた。

　従者には聞こえないでほしいと願いつつも。

「……い、一度だけの、過ちで……構いません」

　ぼろぼろと、涙が勝手に溢れた。

「わ、わたし──リーンハルト、様が……っ、あっ」

　好き、と、最後まで言えなかった。

　リーンハルトに抱き上げられたからだ。

　その浮遊感さえ、敏感になってきている身体に刺激を与える。

「しばらくの間、絶対にここへ人を呼ばないように」

「……かしこまりました」

　従者は全てを察して、外へと出て行った。

「リーン……ハルト、様」

「……ローゼ。僕は君を、大事な友達だと思っていた」

「っ……」

　熱に浮かされる中でも、胸が痛い。

　だが、身体は濡れていく。

　欲しくなる──。

「──思っていたのに」

「申し訳……っ」

　だが、ローゼマリーが謝るよりも先に、リーンハルトが額に口づけを落としてきた。

　揺らぐ視界の中で、彼の顔をじっと見つめた。

（どうして、あなたがそんなに切ない表情かおをするのですか……？　構わないのに。軽蔑されたとしても……）

　ただの一度の過ちでいい。

　快楽だけを貪って。

　この身体を使ってほしい。

（他の女性ひとが、あなたの隣に立ってしまう前に）

　リーンハルトが、ゆっくりと歩き出す。

　ローゼマリーが運ばれたのは、執務室の隣にある寝室だった。恐らく、仮眠をとるために用意されているのだろうが、それでも充分に広く清潔なベッドが置かれていた。

「本当に君は、罪な……人だ」

　ぽつりと呟いたリーンハルトが、ローゼマリーを静かにベッドへと横たえさせた。

「ん……っ！」

　今度は額ではなく、唇にキスをされて、さすがにローゼマリーは瞠目した。

　ドクン、ドクン、と、心臓が痛くなるほど鳴っている。

「──苦しいだろう、ローゼ」

　唇が離れて、リーンハルトが囁く。ローゼマリーは、頭がぼうっとする中で、こくりと頷いた。
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　寝室に甘やかで優しい香りが漂っている。






　果たしてリーンハルトが自ら焚いている香なのか、それとも自分自身の匂いなのか。

「ん、あ……っ、ん」

　覆い被さっているリーンハルトに、もう何度キスをされただろうか。

　お互いの唾液が混ざり合い、舌を絡ませて、もはや回数を数えることすらばかばかしくなる。

（リーンハルト様の舌、熱い……でも、私も熱い……どっちが、どっちなんだろう）

　ぼんやりとしながら、ふしぎとそんなことを考えてしまう。

　ちゅくちゅくと濡れた音が大きくなっていく。

　その間も、舌だけでなく全身が燃えるように熱くなっていってしまう。

「あぅ、う、ん」

　首筋にキスが落ちて、ローゼマリーはぴくんと身を震わせた。「あ、あ……リーンハルト、様……」

　身じろぎをすると、結った髪が乱れて広がっていく。

「……良い匂いがする」

「ん……っ！」

「媚薬じゃない。君の、匂いだね」

　ローゼマリーは首を横に振った。

　否定したいのか、肯定したいのか。それすら分からないものの、自然とそうしてしまった。

「……本当だよ」

「っ……」

　だがリーンハルトは、さらに言葉を重ねてくる。

（勘違いしてしまう。私は……こんなに酷い女なのに）

　お友達の顔の下で、ずっと慕い続けてきた。

　分かっていたことだった。いつか別れが来ることは。

　それでも、どうしても、ただの一度でいい。

　本当の気持ちを分かってほしい。

　ただ、それだけでいいと。

「っ、ん……」

　リーンハルトの手が、ドレスの前身頃まえみごろを外す。

　息がしやすくなって、ローゼマリーは深く呼吸した。

　だがそれで気持ちも身体も落ち着くはずはなかった──白い乳房が、リーンハルトの眼前に晒される。

　たぷんと胸が揺れる。もっちりとした膨らみは汗ばんでいて、赤い実は堅く膨れている。

「あっあ、う、んん」

　リーンハルトが両手で乳房を押し上げ、むちむちと丁寧に揉みしだく。

　ぶわ、と、甘い匂いが鼻腔をくすぐった。

「あっ、あぅ、やあっ、ん」

　ちゅぷ、と、リーンハルトが片方の尖りを口に含んで、ねぶり始めた。

　ぞくぞくと背が粟立つ。唇同士のキスとはまた違う。

　脚の間が熱くなって、じわ、と、何かが溢れてくる。

（熱い、熱い……欲しい）

　溢れると自覚してしまうと、抑えられなかった。

「っ！」

　胸への愛撫を受け止めていると、知らない間にリーンハルトの手が裾の中へと入り込んでいた。

　つぅ、と、手の平が太腿を這う。

「あ、んんっ」

　胸を吸われながら、汗ばむ肌を撫でられると、ローゼマリーはたまらず身を捩よじった。

「──っ！」

　指先が、鼠径部に辿り着いて、するりと撫でた。

　そして割れ目を滑り、ぬちり、と、小さな音が聞こえた。

「熱い……」

「い、やっ、あ……」

　ドクドクと、心臓がうるさいほど音を鳴らす。

　異性には一度も晒したり、ましてや触れさせたりしたことのない場所だ。

　そこを、ぬるぬると、リーンハルトの指が動く。

「すごいね……君のここ、もうぐちょぐちょになっている」

「お、仰らないで……ぇ」

「……ここに、僕が入る」

　その一言に、びくんとローゼマリーは震え上がった。

　それこそ待ち望んだことだというのに。

　恐れ？

　いや、これは──歓喜に違いない。

「……そんな眼で見ないでくれるかな」

「っ、で、でも」

「大丈夫だから──解放してあげるよ、この熱から」

　そう囁いて、ずぷっと、リーンハルトがローゼマリーの膣内に指を埋めた。

「──っ！」

　それは小さい異物感。自分以外の何かが入り込んで、今、動いている。






　それがリーンハルトの肉体の一部なのだという事実に、ローゼマリーはふるふると震えた。

「っ、君、初めてだから……慣らしてあげるのが、作法だって聞いていたんだけど」

「っ、う、んん」

　処女であることは当然知られているだろう。

　奔放な性格だとは思われていないはずだ。貞淑で大人しい公爵令嬢を貫いてきた。

　他の男と結ばれたいなどと、思ったことはない。

「ごめん、限界だ」

「リーンハルト、様……謝らないで……っ！」

　伝えたい言葉を、ローゼマリーは荒い息の中で必死に伝えた。

　謝罪など、全く必要ない。

　詫びるべきは自分なのだ。

　魔女の知識を使い、こんな形で友達を喪うしなわせる自分こそが、何よりも罪深いのだから。

「わ、たし……しあわせ……」

「ローゼ……」

「幸せ、なのです。ただの一度の結びつきでも、私は……」

　涙と熱で揺らぐ視界の中で、リーンハルトを見つめてローゼマリーは囁いた。

　すると、ぎりっと、リーンハルトが一瞬歯軋りをした。

（え……）

　その意外な行動に驚く間もなかった。

「あ、く、うぅぅ」

　熟れ始めた場所に、押し当てられる熱──それが、リーンハルトの欲を示している。

「うっ、くうう、ぅぅん」

　ずぷ、ぷ、ぷ。

　みち、みち。

　初めて聞く音が、身体の中で響く。

（あ、あ、リーンハルト様と……私、いま……一つに）

　まさに待ち望んでいた瞬間だった。

　処女を喪う瞬間は痛いのではないかと恐れていたが、圧迫感に押されそうになっても、痛みはそれほどではなかった。

　媚薬の効果なのか。痛覚が鈍くなっているのか、それとも痛みさえも快楽に変換されているのだろうか──。

「んん、ぃいぅ」

　奥まで入ってきたリーンハルトが、律動を始める。

「ああっああ、なに、ああっ」

　濡れてうねる隘路あいろが、きゅうきゅうとリーンハルトの肉茎を締めつけて止まらない、

「ひあ、ああっ！」

　ローゼマリーはリーンハルトにしがみつきつつ、自分でも腰を揺らし始めた。

　それはもう、殆ど無意識だった。

　もっと、もっと欲しい。

　ずっとずっと、好きだったのだから。

「もっと……動くといいよ」

「あ、ああ、えっ……？」

　抱き締められ、体勢が入れ替わる。

「っ、きゃあっ！」

　ローゼマリーは、リーンハルトの身体の上に乗った。

　すると、堅果けんかの尖端でぐっと腹を押されたようになって、ローゼマリーは背を仰け反らせる。

「あああぁっ！」

　声を止めることができない。

「っ、ローゼ……っ！」

　堪えるような呻きを発しながら、突き上げてくる。

　ぐちゅっぐちゅんっと、粘るような音がいやらしく部屋に響き渡る。

　スピードが速まる。

「なに、これ、あ、ああ、あ、わたし、しらないぃ！」

　ローゼマリーは叫びながらも、自ら腰を振るった。

「ローゼっ……！」

　リーンハルトの切ない声も、耳に与えられる愛撫だ。それに身体も心も応じてしまう。
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「あ、あ、あ、あ、もっとっ、あああぁ！」

　立て膝になって、自分の膣内で育っていく雄物を貪るように、腰を前へ後ろへと動かす。

　ドレスの裾の中がどうなっているのか、想像すらできない。

　ただ、奥からずぷずぷと蜜が溢れ、飛沫しぶく感覚に、ローゼマリーは追い立てられていく。

「ローゼ、すまない……」

「え……っ、ああああぁっ！」

　ずんっ、と、リーンハルトが腰を突き上げてきた。

　それはもう本能の動きだった。

　ぱしゅ、と、視界で何かが爆はぜる。

　リーンハルトを締めつける内壁がきゅんきゅんと動く。

　腹の底に当たる。胎内にびゅくびゅくと、欲望の熱が迸っていくのを感じながら、ローゼマリーはきゅっと唇を結んだ。

「僕に、勇気があったなら……」

　最初から君に求婚できたのに。

　そんな声が聞こえた気がした。

（聞き間違い……？　ああ、でも、もうわからない……）

　最奥で放たれてもなお、リーンハルトの存在を身体全体で感じながら、ローゼマリーはゆっくり眼を閉じた。

「私は……」

　嬉しいです。この一度だけで終わっても。

　そう告げたつもりだった。

　だが声になっているかはわからないまま、ローゼマリーはリーンハルトの上で、意識を失った。

　媚薬の効果が切れたのだった。

















第二章　お友達から婚約者へ












　──まさか、こんなことになるなんて。

　ローゼマリーは、王城の離れに与えられた部屋で茶を飲みながら、何度も述懐した。

　あれから二週間。

　あの一度の過ち──と、未だローゼマリーはそう言ってしまう。だが、今こうしてこの部屋にいるのは、その過ちのおかげでもあった。

　意識が戻った時、ベッドで寝かされていたローゼマリーに、リーンハルトが告げた。






『君と婚約する。もちろん、ただ一人の妻として迎える』

　柔らかな微笑みだった。声も、頬を撫でる手も、全てが優しかった。

　いつものリーンハルトが、そこにいた。

（ああ、無理をさせてしまった）

　だからこそ、胸が締めつけられた。

　責任をとってほしいなんて思っていない。それならば、媚薬の力に頼って抱かれようなどと考えたりしなかった。

（でも……私は甘えてしまっている）

　父からは叱られることも、かといって褒められることもなく、『お前が決めなさい』と言われた。さすがに媚薬の件は言えなかったが、何か察しているのかもしれない。

　そしてローゼマリーは──決めたというよりも、リーンハルトの言葉に従った。

「ローゼマリー様」

　ぼうっとしていると、侍女のテレサが声をかけてきた。

　彼女は父よりも、ローゼマリーの気持ちを知っている人物だ。主人のおこなった行為を軽蔑することなく、『ローゼマリー様についていきます』と、王城に同伴してくれた。

「お加減でも悪いのでしょうか」

「いえ、なんでもないの……そう、ね。長らく王城に上がってきたけど、ここで何日も生活するなんて初めてだから……」

「きっと、すぐに慣れますわ。リーンハルト王子も、お約束してくださったのでしょう？　あの方は誠実なお人です」

「……ええ、分かっているわ」

　誰よりも、ローゼマリーは知っている。

　だからこそ、抱いてくれたということも。

　そして、抱いた以上は、責任をとると言ったのも、それが誠意だと──。

（私には、胸を痛める資格なんて一切ない。それこそ、あの人の優しさにつけ込んだ悪女を貫くぐらいでなくては）

　煩悶はんもんを何度も繰り返す。

　テレサが、茶を淹れ直してくれた。

　他国の珍しい紅茶だった。清涼感がある酸味が特徴的だ。

（これは、冷たくして飲んだほうが美味しいかも）

　夏に飲んだ方が、より涼しく感じて良いかもしれない。

（合わせるのも、冷たい果物とか）

　その爽やかさが、心を清々しくしてくれる。

　この国ではあまり広まっていないタイプの紅茶だ。

「ローゼマリー様」

　テレサではなく、ドアの向こうから聞こえた。王城に仕えるメイドだ。

　テレサが応対してくれた。

「リーンハルト王子がおいでになるようです」

「えっ、今から？」

「ええ。あと半刻ほどで、だそうです」

「わ……分かりました」

　もちろん、断ろうと思えば断れるかもしれない。

　だが、ローゼマリーは反射的に承諾した。テレサは、その返事をメイドに伝えにいってしまった。

「さっ、王子を迎える準備をいたしましょう」

　対応を終え、振り返ったテレサがにっこりと笑う。

「……そ、そうね」

　正直、気まずい。だが、迎えると言った以上は──。

（それに、やっぱり私……リーンハルト様に逢いたい）

　ローゼマリーの想いを汲み取るように、テレサはてきぱきと茶器を片づけ、すぐに着替えを手伝ってくれた──。
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　リーンハルトと対面するのは、久方ぶりだった。

　隣国に赴く用があり、不在にしていたのだ。だが、詳細はローゼマリーは聞かされていない。

「どう、王城での生活は慣れたかい？」

　だが、気まずいと思っていたのはローゼマリーだけだったようで、リーンハルトの態度は以前と同じだった。

　優しくて気さくで、ローゼマリーの好きな彼がいる。

　違うのは、ローゼマリーに与えられた部屋で逢っていること、そして肉体関係を結び、婚約に至ったこと──。

「登城して殿下のお相手をするのと、実際に過ごすのとは、やはり違います……でも、とてもよくしていただいて、嬉しいです」

「そう。それなら、いいんだけど」

　そこで会話が途切れる。

　リーンハルトの従者とテレサは気を利かせてくれて、隣室へ移動していた。

　今、ローゼマリーはリーンハルトと二人きりだった。

（……抱き捨ててくれれば、それでよかったのに）

　顔を見るのが、怖い。どうしても俯きがちになる。

（でも、そういうことをなさる御方ではないって……私が一番、わかっていたはずなのに）

　この十年間の秘めた恋。

　それを終わらせるつもりだったのに。

　こうして、新しい関係が始まってしまった。

　リーンハルトの優しさに甘える自分が、何よりも醜い。

「本当に」

「ん……？」

「これで、よろしかったのでしょうか」

　ローゼマリーは顔を上げた。

　訊ねるのは卑怯だとわかっていながら、ローゼマリーはどうしても耐えられず聞いてしまった。

「何を？」

　リーンハルトはとぼけるのでもなく、素でわからない、という表情をしていた。

「何を、って……あの、私との、婚約です」

　それ以外の何があるというのだろうか。リーンハルトの眼を、できるだけ見つめて訴える。

「よろしかったんだよ」

　にこりと、リーンハルトが笑って答えた。

　茶目っ気を含んだその一言に、ローゼマリーは瞬きを繰り返してから、きゅっと唇を結んだ。

（どうして、あなたは変わらないのですか？）

　リーンハルトの眼には、何の曇りもない。

　空のように美しい碧色があるだけだ。

（あんな酷いことをした私を、どうして許せるのです？）

　そんなあなただから、惹かれたのは確かだ。でも。

「──正式に、断りに行ったんだ」

「え、何を」

「縁談……の、打診をね」

「まさか……隣国へ行かれていた理由は……」

　リーンハルトがこくりと頷いた。

「そんなっ、私のことは捨て置いて構いませんっ、隣国とは良好な関係を」

「大丈夫。君が心配することはない」

「ですがっ！」






「そもそも断ろうとも思っていた」

「え……」

　リーンハルトの笑顔に、少しだけ陰りが生まれた。

「王子として失格なのはわかっているんだ。愛のない結婚は嫌だ、なんて通じない。でも、やはり心に嘘をつくのは……いつか限界がくる。だから迷い続けた」

「で、でも……」

　自分との結婚もそうではないのか？

　そう問い返したいのに、声が喉からあがってこない。

「幸い、向こうの王女も理解を示してくれてね。話が早かった。本当なら、交渉には何ヶ月もかかるはずだから」

「…………」

「それに、今は……僕はできれば、国内に眼を向けたい」

「リーンハルト、様？」

　少しばかり低く発せられた声に、ローゼマリーは僅かに首を傾げた。

「だからね、ローゼ。問題はないんだ。父上も母上も、そして兄達も、君を歓迎している」

「そう、なのですか？」

「うん。でなきゃ、離れとはいえ、王城に君を留め置くなんて至難の業だからね」

　確かにリーンハルトの言う通りだろう。

　彼は国王夫妻だけでなく、兄王子二人からも篤あつく愛されている。

　認めていない結婚相手を、近くに置いておくなど許しはしないだろう。

　シュティルケ公爵の娘であれば、外交的な結びつきでなくとも、身分に不足はない。

　それに、ローゼマリーは彼の家族とも、もちろん面識はあるし、交流もある。

　皆、ローゼマリーに好意的だった。

　恐らく彼らは、リーンハルトとの間に何があったのか。

　いや、ローゼマリーが何をしたのか、知らないはずだ。

　そもそも媚薬の件は、誰にも秘密だったのだから。

「ローゼ」

「はい……」

「愛がない結婚はできない、と、僕は言った」

「……はい」

「僕はね、君に愛情を感じている。それは本当だよ」

「──……」

　喜んで受け止めればいいのか、ローゼマリーは考えあぐねた。

　それは友愛──いや、あれだけのことをしておいて、今も変わらない感情を向けてくれるのは嬉しいことだ。

「お友達と、結婚できるのですか」

　震えを抑えて、ローゼマリーは訊ねた。

　リーンハルトを不快にさせると承知の上であった。

「君に全て伝わるのには、時間がかかりそうだね」

　彼は、表情を崩すことはなかった。

「ねぇ、外へ出ないかい？」

「えっ、外ですか？」

「うん。今日は良い天気だ。部屋にいるのがもったいない」

　立ち上がるなり、リーンハルトがローゼマリーの手を握った。

「あっ、あのっ」

「行こう。大丈夫、お忍びで街へってわけじゃないから」

　──そうじゃない。

　あの日以来だ。こうして、手を握るのは。

　それこそこの十年間、向かい合って話はすれども、触れることなど滅多になかった。

（……温かい手）

　初めて肌を重ねた日は、自分の身体の熱を放つことを意識していた。

　だが、今こうして触れている彼の手は、優しい温もりに満ちていた。

　どこへ連れて行かれるのかは分からない。だが、ローゼマリーは導かれるままに、彼の歩みについていった。
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「ここは……」

　てっきり、いつもの庭園へ連れていってくれるものと思っていた。

　部屋でもなく街でもないなら、そこしかローゼマリーは思い当たる場所がなかった。

　だがリーンハルトに導かれて辿り着いたのは、王城の離れからほど近い温室だった。

　それもかなり広く、室温も一定に保たれていて、多種多様な植物が植えられていた。

　──胸が躍る。

　ローゼマリーは、感嘆のため息をついた。

「ここは王族と、限られた人間しか入れない。パーティーを開く庭園とは全く目的が異なる場所だからね」

「良いのですか？　私が……入ってしまっても」

「君は僕の婚約者だよ。問題ない」

　さらりと言ってくれた言葉にまだ胸が痛む。

　だが、文献の図説でしか見たことのなかった植物を多々見られて、ローゼマリーは自然と頬を緩ませた。

（蛇の草、おどし草、蕗ふきに芹せり……野の花だけど、きちんと手入れされている……確かにここは、限られた人しか出入りできないわ）

　頭の中で、母の遺した書物を紐解いていく。

　パッと眼に入った分は入手しようと思えば、さほど難しくはない。観賞用として愛されている花もある。

　それを『毒』として見るか『薬』として見るか、あるいは本当にただの『花』として見るかどうか、だ。

「君はやはり、興味のあることに夢中な時のほうが、いい顔をする」

「えっ……あ、私、また失礼を」

「いやいや、違う。……やっと、笑ってくれたなぁ、って」

　リーンハルトが、くすっと微笑んだ。

「ローゼ。君はね、君自身が思う以上に可愛い人だよ」

「は、え？　私が、可愛い？」

　どこがだろうか。

　この国では珍しい黒髪黒目は、母譲りだ。コンプレックスには感じていない。

　しかし明るく美しかった母に比べて、自分はいつも自信がなく、俯きがちだった。

　社交界にもデビューして、リーンハルト以外の交友関係も広げようとした。

　それでも、そんなことは言われたことは、一度もなかった。

「僕はね、ちゃんと君のことが好きだよ」

「リーンハルト……様……」

「あ、そうだ。せっかく婚約したんだ。僕のこと、これからはリーンって呼んでほしいな」

「ええっ、そんな、畏れ多いことです！」

「ダメかな？」

　今度は、少し困ったように眉根を寄せてきた。

　可愛いと言ってきた彼のほうが、ずっと可愛らしい人だと、ローゼマリーは頬が熱くなった。

「君が答えないなら、僕が決定するよ。君は僕を『リーン』と呼ぶ。決まり」

「……命令されれば、断れません」

「命令のつもりではないけど、寂しいな。……君に命令したことはないよ。お願いはしてしまったけどね」

「……」

「だから、これはお願い、だね。君は、嫌かな。僕を『リーン』と呼ぶのは」

　ローゼマリーは、すぐに答えられなかった──が、ふるふると首を横に振った。

　すると、また花が綻ぶような笑顔を、リーンハルトは向けてきた。

「ありがとう。嬉しいよ。じゃあ、早速呼んでくれる？」

「……リーン、様」

「様は要らない」

「リーン……」

「うん。そうだよ。……思えば、最初からそう呼んでと言えば良かったね」

「そんなことは……」

「でも、これからでいいよね。君とこれからは、友達じゃなくて、婚約者で……未来の妻なんだから」

「…………」

「ね、ローゼ。僕は王子の責務ばかりで、眼を逸らしてきたけど、これからはもっと素直になるよ」

　こんなにも気さくで、裏表のない人が、素直になると──不思議な気持ちになるが、ローゼマリーはその言い方の柔らかさに、ふわりと微笑んだ。

　未だ、どうして彼がここまでしてくれるのか──未来の妻だと思ってくれているのか、測りかねているけども。

　ただ、とても幸せだと──思える。

　今は出入りだけだが、近いうちに採取に関しても任意で行えるように計らうと、リーンハルトは約束してくれた。
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　魔女の血と言われているが、この国における魔女の本質は、血よりも知識だ。

『ローゼマリー、よくお聞きなさい』

　母の声だ。

　いつもは『ローゼ』と呼ぶ、優しくて明るい母が、魔女の知識を授ける時だけは厳かに語りかけてくる。

『あなたは私の娘。同時に、シュティルケ公爵の娘でもあります』

『はい、お母様』

『私と、私達の先祖から継いできた知識。あなたなら、きっと多くの人のために使えるわ』

『お母様は、使わないのですか？』

『……私が魔女の力を使えば、あなたのお父様の評価を落としかねない。ただでさえ、魔女を妻にしたと言われていて……』

　母が寂しそうに眼を細めた。

『でもあなたは、シュティルケ公爵の血を引く娘です。私よりもずっと、人々の理解を得やすい……ただ、ね』

　寂しさはそのままに、母が微笑んで、ローゼマリーの頭をそっと撫でた。

『それがあなたの望みではないなら、いいのよ。そうして潰えたとしても、さだめというものだから』

『お母様……』

『でもどうか、知識という武器を、誰かを苦しめるために使うことだけは……しないでね』

（私は、なんと答えたのだろう）

　ローゼマリーは思い出すことができなかった。
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「……ゆ、め？」

　ローゼマリーは、重い瞼まぶたをゆっくりとあげた。

　リーンハルトと二週間ぶりに逢ったのが、昨日。久方ぶりに夢を見た。

　それもとても懐かしい夢だった。

（お母様……）

　母のあの言葉を忘れたわけではなかった。

　魔女の知識を、人を苦しめるために使ってはいけないこと。

（でも私は、それをリーンハルト様と結ばれるために、使ってしまった）

　あれを私欲と呼ばずして何というのだろう。

　結果的に、リーンハルトに受け入れられて、こうして婚約者になったが──自分の願望を満たすための行為だったのは、確かだ。

（人々の理解を得る……お母様ではできなかったこと……）

　母の言葉の端々に、ローゼマリーへのある種の期待が見え隠れしていた。

　だが、それに応えられるだろうか。

　そもそも母の人柄で成し得なかったのなら、自分には到底無理なのではないか──。

「ローゼマリー様、お目覚めでしょうか」

　ノックの音がした。入ってきたのはテレサだ。

「お支度を。それと……午後から、お呼びがございまして」

「え、どなたから？」

　すぐに思い浮かんだのは、父だ。

「ジギスヴァルト様からです」

「……第二王子の、ジギスヴァルト様？」

　聞き返すと、テレサが「はい」と答えた。

　リーンハルトの次兄だ。

　長兄のクリスティアンは王太子で、すでに妻を迎えており、今は執務で夫婦共々離宮にいる。ローゼマリーも数えるほどしか対面していないが、温厚な人物だ。

　ジギスヴァルトはクリスティアンに比べると寡黙な性格で、一見近寄りがたい風貌をしている。

　だが、喋ることが苦手なだけで、見た目ほど恐ろしい人物ではない。

　その点は、ローゼマリーはむしろ、クリスティアンよりも彼に親近感を覚えていた。

（クリスティアン様と同じく、お会いした回数はそこまで多くないけど……）

　二人とも、リーンハルトのことを大変可愛がっている。

　ローゼマリーは、婚約をしてから、まだ彼らに正式に挨拶をしていない。

（認められない、というお話かしら）

　少なくともリーンハルトは、家族からは歓迎されていると言っていた。

　シュティルケ公爵家となれば、国内貴族でも地位は高い。

　全くもってメリットがない婚約ではないはずだが、隣国との縁を繋ぐ立場だったのがリーンハルトだ。

（私から、辞退するようにということかも。……でも）

　臆病な自分が、恨めしく思う。

（……考え込んでいるだけではダメね。とにかく、お話だけでもお聞きしなければ）

　それに、ジギスヴァルトはこうした回りくどいことはしない性格だ。

　彼ならば、もっと早く、そして呼び出す時に目的も伝えてくる。

　──それが今日までなかったのなら、別の用件だと思っていいかもしれない。

（それがすなわち認めてもらっている、ということでもないとは思うけど……身構えてばかりではいけないわ）

　これからは、シュティルケ公爵の娘という立場だけではない。第三王子リーンハルトの婚約者としての立場もある。

　守り抜くためには、凜としていなければいけない。

　できるできないではない。

（私、手放したくないのね。あの方と生きていくという約束を）

　それがたとえ、あのような手段で手に入れてしまったものだとしても──。
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　黒百合が咲く庭が大きな窓から見える。

　第二王子ジギスヴァルトの執務室は、心を和ませるための花が活けられ、絵画も飾られているリーンハルトの執務室とは対照的に、余計なものは全く置かれていない。

　黒百合の景色がなければ、かなり殺風景な空間だ。

　倹約目的ではなく、あくまで無駄を好まないジギスヴァルト自身の性格ゆえのものだろう。

　テーブルを挟んで、ローゼマリーはジギスヴァルトと向かい合っていた。彼のほうには表情の乏しい従者がおり、ローゼマリーの後ろにはテレサが控えている。

「ここでの生活は慣れただろうか」

　低く厳かな声で訊ねられる。

　風貌も声も、ジギスヴァルトは父親である国王によく似ている。

「はい。リーンハルト様がよくしてくださいます」

「そうか。それならば十全だ」

　ここで会話が途切れてしまった。

　沈黙の中、お互い紅茶を口に含む。

　渋みの強い味だが、背筋がしゃんと伸びるようで、決して不味くはない。焼き菓子も置かれているが、ローゼマリーはあえて手をつけなかった。

　今は、この渋さだけを味わっていたかった。

　もちろん、ジギスヴァルトも菓子には手を伸ばそうとしない。

（いったいご用はなんなのかしら。ただお茶を……とは、思えないのだけど）

　婚約を認めないという話である可能性も、こうなれば考えられる。

　媚薬を用いた件については、リーンハルトと、彼に忠実な従者しか知らない。

　──もし、何らかの形で知られていたのなら。

「ローゼマリー嬢」

「はっ、はい」

「貴女は、魔女の血を引いているのだったな」

　一瞬、息が詰まりそうになった。

　いや、これは周知の事実だ。わかった上で、王族の人々は今までそのことに触れずに接してくれていたのだ。

　それを今更確認してくる意図とは、なんだろうか。

「いや、正確にはエルメルト家……幾度も断絶しかけるも、そのたびに血を残し続けた、最古にして唯一の家系」

「……左様でございます。しかし、本家の血は絶え、数少ない分家ももはや魔女の子孫と言える立場にありません」

　母は本家の人間だった。

　本来なら母が当主となるはずだったらしい。だが、母はそうしなかった。シュティルケ公爵である父に嫁ぎ、エルメルト家はそのままひっそりと消えた。

　その時にいったいどんな騒動があったのかは、ローゼマリーは知らない。亡くなった母も、育ててくれた父も、教えてくれなかった。

　外部の人間は憶測ばかり吹き込むので、ローゼマリーも彼らの言葉は真実ではない、と考えるようになった。

　ただ、母の家系が悪し様に言われることが、心苦しかったし、悲しかった。

「だが、貴女がいる」

　ジギスヴァルトが断言した。

「貴女の母君は、家名よりも、血と知識の存続を優先した。そしてシュティルケ公爵家という後ろ盾を得た」

「その通りでございます」

「そして血と知識を受け継ぎ、生まれながらに後ろ盾を得ている貴女は、今こうして王家に連なろうとしている」

「……」

　やはり、反対ということだろうか。

　ローゼマリーは、きゅっと唇を結んだ。

（リーンを思えば、私は辞退すべきなのかもしれない。でも、私は……私は……）

　ローゼマリーは俯きそうになる顔を上げて、じっとジギスヴァルトを見つめた。

　あの渋みのある紅茶のおかげか、なんとか堪えることができている。

「ならば、魔女としての力は、今後は我が国のために使ってほしい」

「……え？　今、なんと」

　ローゼマリーは、思わず聞き返してしまった。

「人々に根付く、魔女の血に対する差別意識。我ら王家も、そうした動きを改めさせることはしてこなかった」

「……」

「ゆえに、貴女にとっては腹立たしい申し出であることは、重々承知しているつもりだ」

　ジギスヴァルトが、頭を下げた。

　後ろに控えていた従者も予想していなかったのか、少し驚いたように主を見た。

　恐らくテレサも同じ反応をしているだろう。

「お、お顔をっ、あげてくださいませ」

　ローゼマリーが立ち上がって促すと、ジギスヴァルトは慌てる様子もなく、ゆっくりと元の姿勢に戻った。

　だが、視線は伏せたままだ。

「この国、いや、王家には魔女の家系が継承してきた知識が、必要なのだ。今すぐでなくとも」

「……」

　ローゼマリーは、ふと、リーンハルトの呟きを思い出した。

『今は……僕はできれば、国内に眼を向けたい』

　本当に小さな声だったが、聞き漏らすことはなかった。

　ただ、あの場で追及しなかっただけだ。

（もしかして、それと関係あるのかしら。何か、切迫しているような状況がこの国で？）

　いったい何が起きているのだろう。

　そういえば母もだが、父も、魔女の知識を使うかどうかは、最終的にローゼマリー自身が判断するようにと常に言っていた。誰かが求めてきても、それに応じる必要はないと。

　今は、どうなのだろうか。ローゼマリーは考えた。

（断ったら、リーンとの結婚は白紙……かもしれない）

　だが、それよりも、リーンハルトの立場が揺らぐことが怖い。

　もっとも、ジギスヴァルトがそのような人物とは思えないのだ。彼は純粋に、協力を申し出ている、と。

　──それに、母はこうも言っていたのだ。

『私よりもずっと、人々の理解を得やすい』

　それはきっと、公爵令嬢という社会的な立場があるからだろう。

「……失礼ながら、一つだけお聞きしてよろしいでしょうか」

「何だろうか」

「私が母から受け継いだ知識は……それは、王家のためだけでなく、人々のために広く還元されると……お約束していただけますか？」

　まるで試すような言葉になってしまった。

　だが、それだけは聞いておきたかった。

　ドッ、と、心臓が嫌に鳴った。緊張が全身を縛る。

　だが、ジギスヴァルトは、彼にしてはかなり柔らかく、ふっと笑った。

「当然だ。約束する」

「……このお話、リーンハルト様もご存じですよね？」

「弟には後から言うつもりでいたが、貴女から話していただいても構わない。もしかしたら、弟も貴女に願い出るつもりでいるかもしれない」

「リーン……ハルト様も？」

「ああ。だが、こういうことは私の仕事でいい。弟から告げることで、貴女達の間にわだかまりが生まれるのは本意ではない」

　つまり、憎まれ役を請け負う、ということだろうか。

　こうした交渉ごとをリーンハルトから持ち出すことで、ローゼマリーが答えにくくなったり、変な遠慮が生まれないように、と。

「そして、断っていただいても、私は貴女達の婚約を祝するつもりでいる。……と、言ってしまうと、逆に脅しになりかねんな。だが私は本心だけを言っていると、信じていただきたい」

　すでにジギスヴァルトはいつもの厳めしい表情に戻ってはいたが、それがむしろ彼が嘘を言っていない証に感じた。

「……はい。信じます。わかりました。私のできることで、誰かを救えるなら……」

　具体的に何をするのか、どうすればいいのかもまだわからない。

　使いどころを、もう誤るわけにはいかない。

（私が、自分の欲望のために使ってしまった力。これからは、もっと……違うことに使うべきだわ）

　背筋を伸ばす。しっかりと。

「ところで、ローゼマリー嬢」

「なんでしょう？」

「貴女は、甘い物は好きか？」

「え……？　あ、はい。嫌いではありませんが」

「……そうか。リーンハルトも、甘い物は好きなのだ」

「ええ。存じて……おります」

　口にしてから、自分よりも、血の繋がった家族であるジギスヴァルトのほうがよく知っているはずだと、ローゼマリーは語尾が小さくなった。

　だが、ふとジギスヴァルトを見ると、険しい顔の彼の頬が僅かに緩んでいるように見えた。

　ジギスヴァルトと従者に見送られて、ローゼマリーとテレサは執務室を後にしたのだった。
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　ジギスヴァルトとの対面の翌日。

　ローゼマリーは、リーンハルトに連れられて城下に出ていた。

　非公式のため、少しばかり変装をしている。

　最初はリーンハルトの手慣れた様子に驚いたローゼマリーだったが、彼からたびたび身分を隠して街に出ていると教えられた。

　公式でも顔を出しているが、意外にもバレないそうだ。

　確かにローゼマリーも、すれ違っただけでは見抜けないかもしれない──茶色がかったウイッグに、薄めに唇に色を乗せただけで、だいぶ印象が変わる。

　女性はもっとやりやすいらしく、リーンハルトの指示通りに、テレサが変装を施してくれた。逆にローゼマリーは赤みがかった金髪にし、化粧で目許の印象を変える。

　最初、鏡で見た時は驚いたほどだ。

「恋人、という設定でいくからね」

「兄と妹なら、そこまで深くつっこまれないと思うのですが」

「僕と君はあまり似てないからね。逆に誤魔化すのが難しい。それに、いいじゃないか。事実なんだし」

「じ、事実」

「そうだろう？」

　その言葉が嬉しくて、胸が熱くなるものの、ローゼマリーはそれを口にはできなかった。

　はにかむしかできなかったのに、リーンハルトは穏やかに微笑み返してくれた。

　何一つ返せず、与えられるばかりだ。
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　ヴィーク王国の都は、貴族の屋敷が並ぶ地区、商家と中流市民が住まう地区、そして貴族領との境界でもある郊外で構成されている。

　貴族が都を拠点としているか、それともそれぞれの領地に本宅を持っているかは、ケース・バイ・ケースだ。

　ローゼマリーの父は、都に本宅を構えており、複数持っている領地は人に任せている。普段は定期連絡のみで、年に数回視察に現地へ赴く形だ。

「時折なんだけど、こうして実際に街に出ると、色々と分かることがある」

　ある商館へ向かう馬車の中で、リーンハルトが言った。

「そうなのですね。私は、貴族街と父の領地のほかは、ほとんど知らないのです」

「普通は、そうだと思うよ。……兄達は反対しているけど、立場上僕が一番動きやすいからね」

「動きやすい……ですか？」

「うん。……城にいるだけでは、分からないこととか、ね」

　含みを持たせた言い方が気になったものの、ローゼマリーはそれ以上は訊ねなかった。

　ハルツェンという豪商の館に着いた。

　その名前は、ローゼマリーでも知っていた。直接会ったことはないが、父が何かと口にしていた名だ。

　生地問屋で、立地自体は貴族街から遠い。

　だが、西方から珍しい生地を取り寄せており、それが評判を呼んで、あちこちに顧客がいる。貴族も例外ではない。

（まさか王家の人間まで……）

　もちろん、よくよく考えれば不思議なことではないのだが。

　ただ、リーンハルトは買い付けで来ているわけではないようだった。

「……あら？」

　商館に入ろうとした時だった。

　ローゼマリーは、ふと路地に視線を向けて、気づいた。

　人が、蹲うずくまっている。

　反射的に、ローゼマリーは駆け出した。

「ロ……ロレッタ！」

　リーンハルトに偽名のほうで呼び止められたが、放っておくことはできず、ローゼマリーは路地に入った。

「あの、大丈夫ですか？」

「っ、う、……ううっ」

　小柄な男性だった。身にまとっている服は質素で、貴族でも、裕福な商人でもないようだった。

　ローゼマリーは膝をつき、震えているその背中をそっと撫でた。

「あ、あなたは……」

　背中に触れられたことで、男はやっとローゼマリーに気づいたようだ。

「顔をあげなくていいのよ。どこが痛いのですか？」

「う、ぅ……」

　だが、男はそれに答えず必死で堪えているようだった。

「ロレッタ……」

　リーンハルトに呼びかけられて、ローゼマリーは反射的に振り返った。

「お医者様を呼んでいただけますか？　それに、ここではなくどこか休める場所へ……」

「っ、医者はやめてくれっ」

　蹲っていた男が顔をあげ、そう訴えた。

　ローゼマリーは思わず「えっ」とうろたえたが、男は苦しげに眉根を寄せながら続けた。

「……だ、大丈夫、しばらくしたら、きっと楽に……」

「そんな……こんなに苦しそうなのに」

「っ、貴族様には、おわかり、いただけるはずもっ」

　男はまた苦しみ始めた。

（どうして。こんな状態なのに、医者に診られるのが嫌だなんて）

　だが放っておくことはできない。

　すると、リーンハルトが男の横に立ち、肩を貸すようにして彼をゆっくりと立たせた。

「すまない。少しだけ踏ん張ってくれるか」

「っ、なにを……」

　戸惑う男に、リーンハルトが微笑みかけた。

「すぐ近くに知り合いの家がある。まずはそこで休ませてもらって、医者を呼ぶ必要があるなら僕が呼ぼう」

「で、も……」

「何も心配はいらない。ロレッタ、行こう」

「は、はい。私も手伝いますっ！」

　ローゼマリーは男に「大丈夫ですよ」と励ましながら、震えている腕をさすり、リーンハルトとともにハルツェンの商館へと向かった。
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　ハルツェンはリーンハルトと懇意にしているらしく、すぐに事情を呑み込んで、男を休ませてくれた。

（……でも、この症状、文献で読んだ気がする）

　医者はハルツェンの知り合いを呼んでもらうことになったが、ローゼマリーは苦しむ男を見ながら、ふと思い出した。

　発見した時は焦りもあって思い当たることはなかったが──。

「……あの。苦しいのはわかっているのですが、少し、飛び跳ねてもらってもいいですか？」

　ベッドに横たわっている男に水を飲ませた後、ローゼマリーはそう告げた。

「ロレッタ、何を言っているんだい？」

　隣にいたリーンハルトは、さすがに驚いた様子だった。

「少しでいいんです。後でちゃんとお医者様にも診てもらいますから……」

　ローゼマリーの言葉に、男は腹を押さえながらもベッドから起き上がり、指示通りに軽く何度かジャンプをした。

「……あれ？」

　ふと、男の身体が楽になったようだった。

「痛みが……マシに……？」

「ああ、良かった。でも、念のためお医者様には診てもらってください。あと、お水もできるだけ飲んでくださいね」

「は、はい」

　男は虚を突かれたような様子だった。

　ちょうど医者が到着したため、入れ替わるようにして、ローゼマリーはリーンハルトとともに部屋を出た。

「ローゼ、今のはいったい何だったんだい？」

　ひっそりとした声で、偽名のロレッタでなく、リーンハルトが訊ねてきた。

「私も確証があったわけじゃないんです。ただ、母の遺した本に、似たような症状と対処法が書かれていたんです」

　不思議なことがあるんだなぁ、と、それを読んだ時のローゼマリーは思ったものだった。

　そのため、記憶に残っていたのだ。

「……そうした知識は本来、医者の家系にのみ伝わっているはずなんだけど、それがまさかエルメルト家にも？」

　医師という職は、その立場上、国が承認しなければ、なることはできない。大抵は一子相伝で、後継ぎがいない場合は養子を迎える。

　その形式が、長く続いている。

　そしてエルメルト家は、魔女とは呼ばれていても、医者を輩出したこともなければ、登録もされていない。

「はい、ですがエルメルト家に限らず、いわゆるお医者様の家以外にも、伝わっていたのかもしれません」

　ローゼマリーは、己の考えを告げた。

「母の先祖は、厳密には医者ではなく、あくまでさまざまな療法について見聞きして、効果があったものをまとめたに過ぎないと思います」

　理由はわからないが、男は医者に診せたがらなかった。彼と同じように、医者にかかろうとしない、かかれない人々は昔からいただろう。

　だが、そうした人々がただ大人しく病や怪我に耐え、死んでいったとも思えない。

　彼らは、自分達の力や知恵を絞って、療法を編み出していた可能性がある。それが医者の行うものと同じであるケースもあれば、違う場合もある。

　そう、医者の家に伝わる知識が漏れたのではない。

　何らかの理由で医者に診てもらうことができなかった、診てもらうのを避けた人々の知恵を、母の先祖がまとめただけなのだ。

　それがたまたま、今回は上手くいった。

「なるほど……エルメルト家は、薬学とそれに伴う知識を継承してきたと思ったけど、より実践的なことも記録していたんだね」

「あの、母の遺した文献は、全て王家にお渡しします。ですから、その……母の家に連なる人々に、罰だけは……」

「ん？　そんな心配しなくていいよ。咎人とがにんはいないさ」

　だが、本来なら医者として登録すべきだったのではないかと、ローゼマリーは考えていた。

「さっきは医者の家に伝わる知識、なんて言ったけど、君が指示したことは、根本的な治療とは別だよ。だから問題はない」

「ですが……」

「君は母の家に連なる、と言ったね。きっと君は、そこに自分を含まずに言ったんだろうね」

「……」

「君は優しすぎる。大丈夫。本当に罰するべき人間は、他にいるから」

「え……？」

　聞き返しても、リーンハルトは答えてはくれなかった。
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　ハルツェンはおよそ四十代半ばで、白髪が少し目立ち始めている、温厚そうな男だった。

　ハルツェンは新たに仕入れた生地の説明をしながら、周辺諸国の話を与太話という体裁で色々聞かせてくれた。

　彼だけは、ローゼマリーの正体を最初から把握していた。リーンハルトが前もって教えていたのだろう。

「近頃は、何かと薬も値が上がってきていましてね」

　雑談の中で、ハルツェンがふとそう漏らした。

「やはりそうか……」

　リーンハルトが、嘆息まじりに答えた。

　ローゼマリーは知らなかった。

「我々には問題のない値ですが……民衆への影響は大きくなってきています」

「そうだな。対処が必要か」

「……あの。どうして、薬が値上がりを？」

　二人の会話に、ローゼマリーはおずおずと挙手して入った。

「ああ、ロレッタ様。ご説明をしていませんでしたね。実は、材料の流通量が減っているのです」

「材料が……？」

「ええ。よってコストが上がってしまい、薬の値も引き揚げられているのです」

「それは……国では、どうしようもないのですか？」

「いえ、ある程度は国が補助を出しているのですが、どうも……その辺りで」

　ハルツェンが言葉を濁した。

　直接言うのが憚はばかられる事情があるのだろう。

「……もしかして、先ほどの男性がお医者様に診られるのを拒んだことも、それと関係していますか？」

　ローゼマリーが訊ねると、今度はハルツェンではなく、リーンハルトのほうが「恐らく」と答えた。

「医者は国が承認しないとなれない。でも、なってしまえば……滅多なことで剥奪はされない。それこそ、人を直接殺すようなことをしない限りは」

「……つまり、薬の高騰を理由に、治療するためのお金も高くなっている、と？」

　それが一般層には、大きな負担となってしまっているということか。

「我が国は、これでも医療の技術も普及も、他国より上回っている。でも、それゆえのひずみが出始めているんだ」

「ひずみ……」

「……だが、小手先の政策ではだめだ。根本にある問題を一気に解決しないと……」

　こういうことは、恐らく王城には直接伝わってこないのだろう。だからこそ、リーンハルトはこうして変装して、街を何度も訪れているに違いない。

（ジギスヴァルト様も、私が継承した知識を王家……国のために使ってほしいと仰っていた。ジギスヴァルト様も、現状をご存じなのね）

　ならば王太子のクリスティアンも把握しているだろうし、国王夫妻も──。

　だが、今すぐ解決できることではないようだ。

「……さて。難しい話になったけど、せっかくだし、ロレッタのためのドレスを幾つか頼もう」

「はい……え？　私の？」

　思わず返事をしてしまったが、ローゼマリーは慌ててリーンハルトのほうを見た。

　彼は、にっこりといつも通りの笑顔を向けていた。

「さて、どんなのにしようか。今回、珍しい布が手に入ったんだったよね、ハルツェン」

「はい。まだお見せしておりませんでしたね。お持ちします」

「急ぎでお願いしていいかい？」

「もちろんです」

「あ、あのっ、大丈夫ですからっ！」

　すでに王城には、ローゼマリーのために幾つもドレスが新たに用意されていた。無論、リーンハルトからのプレゼントだ。

「ロレッタ。君は時々、いや、割といつもかな……令嬢らしからぬところがあるけど」

　それは褒め言葉なのだろうか。

　いや、きっとリーンハルトの性格と今の様子からして、彼なりにはポジティブな意味で使っているのだろう。

「こういう時はね、素直に受け取ってほしいな」

「……」

「もちろん、僕の言葉もね。君には嘘は言ったことないよ」

　どう、返すべきなのだろう。

　こういう時に詰まってしまう自分が恨めしい。

「でも、僕からの贈り物が迷惑だというなら、断ってくれていいんだよ」

「迷惑だなんて！　……そんなこと、思ったことはありません」

　これだけは言える。

　彼から与えられて、悲しかったのは──愛のない結婚をしなくてはいけない、と、婚約前の言葉。

　それ以外は全てが、嬉しい。

　ただ、甘えていいのかいつも悩んでしまう。

　そして、最後には受け取ってしまう。つまりは、甘えてばかりの自分が、口惜しい。

「だったら、プレゼントしても構わないね」

「……あの、一着でいいですから」

「じゃあ十着だね」

「多いですっ！」

「多くないさ」

　ははっと、少年のように笑うリーンハルトに、どうしてもローゼマリーは厳しい顔を保てなかった。

「お二人とも。私がいることをお忘れなきよう」

「あ……」

「まぁ、この場には私しかおりませんけどね」

　ハルツェンはにこやかな表情を崩していない。

　彼は冗談のつもりで言ったのだろうが、ローゼマリーは苦笑いをするしかなかった。

















第三章　魔女の矜持、聖女の決意












　華やかな王城の夜会。

　煌きらびやかなシャンデリアが輝くホールに、多くの人々が集っていた。

　それを、吹き抜けのバルコニー席から、ローゼマリーはそっと眺めていた。

　ローゼマリーは公爵令嬢としても、リーンハルトの話し相手としても、何度もここには足を運んでいる。

　だが今夜はいつもよりも緊張していた。

（リーンの婚約者として、初めて公の場に出る日だもの。背筋を伸ばさないと）

　もちろん、知った顔はたくさんいる。

　中には、幼い頃にローゼマリーを嘲った令嬢達もいる。が、彼女達はローゼマリーがリーンハルトの話し相手として登城するようになったと聞いて以降、態度を変えた。

　だが、笑顔の下にある侮蔑を感じ取って、自然と距離をとるようになった。向こうも、公爵令嬢を相手に執拗に迫ることはなかった。

（うん、気にしない。落ち込んでいても何も解決しない）

　とはいえ、今後は彼女達とも、交流は持たねばならない。たとえ相容れないのだとしても。

「クリスティアン王太子ご夫妻のお出ましです」

　大きな声が響いて、人々の視線がホールの扉に集まった。

　クリスティアンは既婚者で、同盟国の王女を数年前に妻として迎えていた。嫋たおやかで物静かな女性だ。政略結婚だが、クリスティアンとの仲はとても良い。

　しばらく間を置いてから、第二王子のジギスヴァルトも同じように入ってくる。彼はまだ独身だが、縁談がまとまりつつある。

　かつてリーンハルトが言ったように、彼にも婚約者はいたのだが、あくまで候補であり、なおかつ複数人いて確定を保留していた。

　だが、リーンハルトが国内の貴族から妻を迎えるにあたって、最終的に自分は兄と同じく他国の姫を妻に、と決めたようだった。

（私の願いが叶ったために、リーン以外の人生も変えてしまった……）

　己の思慮の浅さ、そして覚悟のなさ──。

　だが、今になってやめることはできないし、したくない。

　どう返していけばいいのかを、考えるしかない。

　それがたとえ、自分にとって都合のよい選択なのだとしても、だ。

「ローゼ……ローゼ！」

「……えっ！」

　一瞬、自分が呼ばれていると思わず、ローゼマリーはハッと声がしたほうに顔を向けた。

　リーンハルトが、心配げな顔をして立っていた。

「いったいどうしたんだい？　何度呼びかけても上の空で」

「も、申し訳ありません」

「体調でも悪いのかい？　それなら……」

「いえっ、そんなことないです。そろそろ、お時間ですか？」

「ああ。でも、無理はしないでくれ」

「大丈夫です。参りましょう」

　そう言うと、リーンハルトはまだ少し不安げではあるが、手を差し出してくれた。

　そっと右手を乗せると、彼はもう片方の手を、まるで包むように重ねてきた。

　手袋越しに彼の体温が伝わってきた。

「今日は、正式に君と僕の婚約を発表する日だ」

「はい。あなたの婚約者として、恥じない姿を……」

「気負わないで。大丈夫。それを言うなら、僕だって君の婚約者として立派に努める」

「そんな、リーンがそんなことを思わなくても」

「だから、二人でしゃんとしよう。大丈夫だよ、ローゼ」

　自分のいう『大丈夫』には、我ながら説得力がない気がしてならない。

　だが、リーンハルトの言葉は同じ言葉でも、自信で満ちていくような心地になる。

「さあ、行こう」

「はい」

　腕を組んで、ローゼマリーはリーンハルトとともに、階下へと向かった。
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「リーンハルト第三王子──」

　クリスティアン夫妻とジギスヴァルトが姿を現しているため、人々の視線は最初から扉に向けられている。

　だが、彼らの登場よりも、ざわつきが大きくなっている。

「並びに、シュティルケ公爵家のローゼマリー嬢のお出ましです」

　大きな拍手がわき起こる。

　第三王子のリーンハルトは、その明るい性格と華やかな美貌から、貴族にも民衆にも人気がある。

　だがクリスティアン王太子にとってかわることはない。

　そうならないよう、国王夫妻もだが、兄達、そしてリーンハルト自身も気にかけてきた。

　内部争いが起これば、国が一気に揺らぐ。

　ヴィーク王国は過去、そうした局面を何度も乗り越えてきた。外交でも、極力戦を回避しつつ、各国との外交もバランスを考えて行っている。

　その慣例で、もっとも友好を結びたい国から王子の妻を迎えるのは、政策として至極当然といえる。

　リーンハルトとしては、抱いた責任をとる、というのがあるのだろう。

　だが、外交よりも国内の様子に目を向ける意味でも、ローゼマリーとの婚約は彼にとって悪い話ではなかった。

　しかしながら、その意図を察している貴族は、この中にどれほどいるのだろうか。

　一見歓迎されているように見えるが、リーンハルトとともにホールに出たローゼマリーは、背筋こそ真っ直ぐにしつつも、つい周囲を軽く見渡してしまった。

（……あら？）

　遠目に見えた。

（あれは、ファスベンダー侯爵家のカサンドラ様？）

　ファスベンダー侯爵は、シュティルケ家にもよく来ている父の知人で、その令嬢であるカサンドラとはローゼマリーも知己だ。

　ふくよかな体型だが、いつも自分の肌の色によく似合うドレスを着ており、そのセンスの良さに定評がある。

　この頃体調を崩していたと聞いて、見舞いに行こうかと思っている間に王城に来てしまい、なかなか機会がなかった。

（以前よりもお痩せになった……というよりやつれているような……？）

　夜会に来ているということは、回復したということだろうが、それにしては──。

　と、思った瞬間、カサンドラがふらりと倒れ込んだ。

「あっ、ローゼっ」

　ローゼマリーは、ドレスの裾を摘まんで足早にカサンドラに向かって駆けた。背後から聞こえたのは、リーンハルトの声だ。

　拍手ではなくどよめきが走るが、ローゼマリーを邪魔する者はいなかった。

「カサンドラ様っ」

「っ、ローゼ、マリー、さま……？」

　カサンドラは朦朧としているが、意識自体はある。

　この様子、母の文献で見たことがある。一時しのぎに過ぎないが、特効薬も記載されていた。

　だが、そんなものは今手元にはない。

（思い出して。あの薬、主な材料はなんだったっけ）

　頭をフル回転させて、ローゼマリーは閃くようにして思い出した。

（これが正しいかはわからない、でも、違ったらすぐに別の方法を試すしか）

　だが、これまでのカサンドラとの付き合いの記憶を辿ったローゼマリーには、確信めいたものがある。

「どなたかっ、お砂糖を持ってきてください！　蜂蜜でも構いません！」

　だが周りの人間はうろたえるのみで、手を貸そうとはしない。

　早く城内にいる医師にも連絡しないといけない。

　カサンドラの家族はどこだ。友人や知人も来ているだろうに。

（どうしよう、誰かを指名したほうがいいの？）

　でもその人が協力してくれなかったらどうするのか。

　しかしカサンドラを放っておくことはできない。

「ローゼっ」

　人波をかき分けるようにしてやってきたのは、皿を手にしたリーンハルトだった。

「リーン！」

「これ、砂糖を固めて作った菓子だよ。追加の分は今、ジギスヴァルト兄上が指示して持ってきてくれる」

「ありがとうございます！」

　菓子は一口大。ローゼマリーは、それを手でパキンと折って、できるだけ小さくした。

「さあ、カサンドラ様。これをお食べください」

「で、も、やせた、のに、がんばったのに」

「この程度の量なら変わりません！　お願いです、開けてください」

　ローゼマリーが促すと、カサンドラは観念したように、砂糖菓子を口に入れた。

　どれぐらいの時間がかかっただろうか。

　そこまで経っていないのかもしれないが、ローゼマリーにとっては止まっているも同然だった。

　これで回復してほしいと、祈るばかりだ。

「……あ……、……ローゼマリー、様」

　少しずつ、カサンドラの顔色がよくなってきた。声もしっかりし始める。

　よかった。

　これなら、大丈夫だろう。

「えっと……ラング！　カサンドラ様を、控えの間にお連れしてください」

「あ、はい！」

　視界に入った給仕に声をかけた。ローゼマリーは、この城で働く人間の名前はできるだけ覚えるようにしていた。

「お医者様も呼んでください。私もすぐに行きます」

「かしこまりました！」

　彼は周りにいた同僚にも声をかけて、二人がかりで運んでいった。

　場は騒然としていた。

　実をいうと、貴族令嬢がパーティーで倒れるのは珍しいことではない。

　コルセットによる締めつけの気絶。だが、中には仮病のケースがあることを、ローゼマリーは知っていた。

　だが、カサンドラの様子はそれと少し違っていた。

　そしてその対応に、第三王子の婚約者があたった──というのが、このざわめきの最大の理由のようだ。

「リーンハルト様の婚約者自ら……」

「軽率な……あのご令嬢も、けろりとしていたではないか」

「大袈裟ね……」

「もっと泰然となさっていなければ」

「昔からシュティルケ家のローゼマリー様は……」

「ああ、魔女の……」

　聞きたくなくとも、一部の声がはっきりと意味のある言葉として耳に入ってきた。

（……そうね、慌てすぎだったかもしれない。今日は、私の御披露目でもあったのに、印象は最悪……）

　しかし耳を塞ぐつもりも、泣くつもりもない。

　人として間違ったことは、していない。

　恐れがあるとすれば、カサンドラに施した処置が正しいものだったかどうかだけだ。

　すると、そっと隣に立つ影があった。

　リーンハルトだった。

　ざわめきが、少しばかり静まる。

「ローゼマリー。君の判断は素晴らしかった」

「リーン……ハルト、様」

　はっきりとした声で告げられた。

　リーンハルトはいつでも、自分を認めてくれる。

（そう、あなたさえわかってくれれば……それだけで）

　ローゼマリーがふと、頬を緩めた瞬間だった。

　後方から、複数の拍手が聞こえた。

　リーンハルトとともに振り返る。

　拍手をしていたのは、クリスティアン夫妻とジギスヴァルトだった。

「我が弟の婚約者、ローゼマリー・マルガレータ・シュティルケ嬢は大変冷静な判断力をお持ちだ。兄として誇らしい」

　そう厳かに言ったのはジギスヴァルトだった。

　パチ、パチ、と、それに続くように拍手が鳴り始める。

　だが喝采とまではいかない。戸惑いのほうが大きいようだ。

　それでも──よくよく見れば、その場にいた人間の一部は、ローゼマリーに温かな視線を向けていた。

「……っ、リーンハルト様、私、処置を施した人間として……カサンドラ様のもとへ行きたいのですが」

「ああ。行こう。僕もついていくよ」

　ふとジギスヴァルトのほうを見ると、彼はとても穏やかな笑みをこちらに向けていた。クリスティアン夫妻よりもわかりづらい変化ではあるが、ローゼマリーは軽く頭を下げつつ、面映い気持ちになった。

　拍手が続く中、二人はホールを後にした。

　後に医者から、カサンドラへの処置は正しかったと告げられた。彼女は痩せるために、食事をまともにとっていなかったそうだ。

　体調を崩していたのも、それによるものだったらしい。

　なんでも、好きな人ができたから──その人が、細い女を好むからだと、ローゼマリーにこっそりと打ち明けてくれた。

「カサンドラ様は素敵な方ですよ。私、いつも憧れていたんです」

　嘘偽りなくローゼマリーが告げると、カサンドラは大声で泣き始めたのだった。

　痩せるなら時間をかけて、ゆっくりと。絶対に無理だけはしないでと助言を忘れなかった。
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「……はぁ」

　テラスで、口をつけていない紅茶を見つめながら、ローゼマリーはため息をついた。

　カサンドラの件から、三日が経った。

　適切な対応だったと讃えられるほど、ローゼマリーはちくちくと胸の奥が痛んだ。

　リーンハルトと結ばれた日のことを、思い出さずにいられないからだ。

（最後の思い出に、と願ったからと言って……）

　もちろん、忘れたわけではない。

　だが、カサンドラ本人からを始め、多くの人から褒めの言葉を貰う。そうすると、拭い切れない過去の過ちに罪悪感が膨れていく。

　全て、自分が悪い。

　心が爆発しそうになって、ローゼマリーはしばらく一人にしてほしいと侍女らに告げた。給仕をするメイドも下がらせた。

（そう、苦しいなら、私はさっさとここを去るべきなのに）

　それができずにいるのは、自分がとんでもない悪人だからだ──しかし、こうして一人で悩んでいても、意味はない。

（本当に、婚約を進めていいのかしら。私は……）

　さあ、と、風が吹き込んできた。

　紅茶が微かに波立つ。

（あ、冷めてしまう）

　ぼんやりと眺めているうちに時間が経ったので、今更かもしれない。

　だが、せっかく淹れてもらったのだ。飲もう。そう思い、ローゼマリーが手を伸ばした時だった。

「ローゼ」

「え……っ、あ」

　声をかけられた瞬間、目測を誤って指先がカップのふちを掠った。

　カチャンと音は鳴ったが、カップが倒れることはなかった。ローゼマリーは、ほっと胸を撫で下ろした。

「ああ、ごめん。考え事していた？」

「いえ……っ」

　ローゼマリーは、顔をあげるのを躊躇った。

　その声がとても優しく、愛しいものであるほど、ローゼマリーの胸はしくしくと鈍く痛むからだ。

「──僕も、座っていいかな」

　気づかうような声音に、ローゼマリーは返事よりも先に、つい顔をあげてしまった。

　リーンハルトが、眼を柔らかく細めていた。

　座ろうとしないのは、自分の答えを待っているからだと気づいて、ローゼマリーは「はい」と小さく答えた。

　リーンハルトが自ら椅子を引いたのを見て、ローゼマリーは焦った。

　今、メイドには席を外してもらっている。本来なら、王子であるリーンハルトにこのようなことをさせてはいけない。

　すぐにでも自分が立ち上がるべきだったのに──気が利かない自分が、もはや恨めしかった。

「あの、すぐ人を呼びますので」

　カップはもう一脚、揃いのデザインのため伏せてあるが、さすがにポットの中身は冷めているだろう。

「大丈夫、喉は渇いていない」

「でも」

「ただ少し、僕の婚約者殿の憂いを知りたいだけ。何を悩んでいるんだい？」

　また、言葉に詰まってしまった。

　どう切り出したらいいものだろうか。

　賞賛されるほどに、自分がしでかしたことの大きさを思い知り、罪悪感が膨れているなど。

　今更だ。正式な婚約式はつつがなく終了した。

　もやもやしたものを、見て見ぬふりをしてきたままで──。

「……私は……」

　ローゼマリーはゆっくりと立ち上がって、リーンハルトの隣に回った。

　そして、深く頭を下げた。

「大変申し訳ありませんでした」

「ローゼ？」

「一度も、きちんと、あの日のことを謝罪しておりませんでした」

　たった一度の思い出でよい、と、秘薬を飲んで誘惑した。

　それがきっかけで互いの気持ちを知ったが、あれが正しい行いだったとは、やはり言えない。

　リーンハルトは優しい。

　だがそれに甘え続けて、きちんと面と向かって謝らずにきてしまった。

　ただただ、胸の奥に罪悪感だけを仕舞い続けた。それが溢れそうになって、耐えられなくなった。

　悪にも善にもなりきれない自分が、どうにも情けない。

　謝罪の言葉を告げると、心臓が痛いほど鳴り始めた。

　苦しい。

　だが、リーンハルトが何かいうまで、顔はあげられない。

「それについては、もう許すもなにもないんだけど」

「はい。でも、私はずっと……胸に抱えたままでいるのが……」

　つらい？　しんどい？

　そんなの自分勝手すぎる。

　どういえばいいのだろう。

　──言葉ではいけない。

　態度で示すなら、もう遅いかもしれないが、やはりここを出ていくしかないのだろう。

　それが、正しい。きっと。

「ローゼは、いつも考えすぎるところがある」

　柔らかくも、凜とした声だった。

「……はい」

　ローゼマリーはまだ、顔をあげられなかった。

　いや、本当に思慮深いなら、あんな暴挙に出ることはなかったはずだ。

「元はといえば、あまりに酷いお願いを、君にしたからだよ」

「……いいえ」

　素直に聞き入れて、渡してさえいれば、リーンハルトの婚約者になれない代わりに、この罪悪感を抱くことはなかっただろうか。

　いったいどちらが、耐えられなかっただろう。

「もしも僕が、君を許さないと言ったら、君はそれで納得するかい？」

「………」

　ローゼマリーは答えられなかった。

　どうすれば自分は納得できるのか。考えるほどに、ぐちゃぐちゃになってしまう。

（私は楽になりたいから、謝っているに過ぎないのだわ）

　それを認めることも、苦しい。

　どうして自分は、どこまでも身勝手なのだろうか。

「僕はね、君の謝罪を受け取ることはできない」

「……はい」

「そもそも、君が罪だというあの日のことに、僕は便乗しているのだからね」

　ローゼマリーは、静かに、顔をあげた。

　リーンハルトは微笑んでいた。

　どこまでも優しくて、穏やかで、大好きな微笑み。

　それを向けられているのは自分だ。

「罪だと思っていないのだから、考えようによっては、僕のほうが極悪人じゃないかな」

「そんなことは……っ」

「あの日の君の覚悟に、僕は乗りかかった。だから、君と僕は、同じなんだよ」

　どうして、この人はここまで言ってくれるのだろう。

（そんなリーンだから、私は好きになった）

　いつだって救われてばかりだ。

　甘えても縋っても、許されてばかり。

「……君ぐらいだよ、罪悪感を大事に抱えてしまっているのは」

「え……大事、に？」

　意外な言葉だった。

　どういうことなのだろう。

「君はきっと、善意も悪意も、それが自分のものでも他人のものでも、抱え込んでしまうんだろうね」

「……不器用なので……」

　全てはそれに尽きる。話していて、少しずつ自覚できてきた。

「いや、真面目なんだよ。僕はね、君のそういうところ。昔から尊敬している」

「……」

　どうしてそんなに、優しく都合のいいことを言ってくれるのだろう。

　しかし、それを「嘘だ」と断じることは、できなかった。

　──リーンハルトは、その場しのぎの優しさを示す人ではないと、昔から知っているから。

「でも少し、厄介だ。僕の気持ちを疑われているようで」

「そんなつもりはありません！」

　リーンハルトの愛情は、あまりに深い。

　だからこそ、辛くなるのだ。

「だったら、もう謝らないでほしい。……それでも君がまだ苦しいと思うなら」

　リーンハルトが立ち上がった。

　ローゼマリーは僅かに身じろいだが、そっと手を取られ、そちらに視線を落とした。

「カサンドラ嬢の時のように、君のできることを一つ一つ重ねていかないか？」

「カサンドラ様の……？」

　その時の賞賛こそ、罪悪感を増大させる要因となっているのだが──ローゼマリーは、ゆっくりと顔を再びあげた。

「私は、ただ必死だっただけです。私にできることをしようと思っただけで」

「それがすぐできる人間は、そう多くないんだよ」

　そうだろうか。

　あの時は夢中だったのに加え、緊急時だった。たまたま一番早く動いたのが、自分だっただけなのではないか。

　そんな疑問は尽きないが、上手く言葉にできなかった。

「……でも、私は」

　やはり、罪深い人間なのだと、唇を震わせて告げようとした。

　だがそれよりも早く、リーンハルトが口を開く。

「君は王子の妻になる。それは、罪で手に入れたものではなく」

　ふわりと、風が吹いた。

　それはとても穏やかに、ローゼマリーの頬を撫でた。

「こうなることが運命だったと思えるぐらい、王子の妻だからできることも用いてさ、色んな人を助けよう」

「……い、いいんでしょうか。そういう、都合のいいことを……」

　ローゼマリーはなおも言い募った。

「いいんだよ。僕も、一緒に頑張りたい」

「リーン……」

「だから、もう罪悪感を抱えるのはなし。君は僕の婚約者で、未来の妻」

　薔薇の香りが、より強く香る。

「もう、その運命は変えられないよ」

　──変えたくない。

　きっと優しさに包まれても、自分はまだ迷うのかもしれない。

　それでも、少しずつ、少しずつ。

　一緒に歩くことが許されるなら。

「そういうことにしないか。まずは、ね」

　いや、同じ我儘なら、罪さえも受け止めて何を言われても、共にあるべきではないか。

　たとえそれが、あまりに都合のいい考えだとしても。

「はい」

　ローゼマリーは、リーンハルトを真っ直ぐ見つめながら答えた。

　過去はもう、取り消すことはできない。ここを去って消えるよりも、きっと厳しい道かもしれない。

「ありがとうございます、リーン」

　やっと、顔中のこわばりが解けていくのが、自分でもわかった。

　自然と口元が綻んだ時、リーンハルトの顔がゆっくりと近づいた。

　触れるだけの口づけに、ローゼマリーは胸が温かいもので満ちていく心地になった。

　ゆっくりと温もりが離れていっても、胸の奥は熱いままだった。

「運命とか理屈とか、色々言ったけどさ」

　リーンハルトが、少し照れたように笑った。

「僕は、君が好きだよ」

「──」

「これは、君がなんと言っても変えられない。それだけは、覚えていてほしい」

　ローゼマリーは、瞬きをせずに、ぽろりと涙をこぼしたのだった。
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　都で異変が起きたのは、それから間もなくだった。

　いや、地方ではすでに起きており、それが都に近づいてきているのだ。

「流行り病？」

「はい。直近では、都に近いファスベンダー侯爵領で発症者が数名、とのことです」

（カサンドラ様のお父様の領地で……）

　ローゼマリーは、リーンハルトとともに、ハルツェンの商館にいた。

　いつも通りの情報収集だ。この後、ぐるりと城下を回る予定だったが、ハルツェンに止められた。

　まだ都では流行っていないが、念のため、と。

　そしてしばらくは城下周辺を出歩くのも注意したほうがいいと、ハルツェンは告げた。

「もっとも、お二人であれば問題はないと思いますし、貴族街に比較的近いここも……」

「しかし、ハルツェン。聞く限り、よくある流感の類だと思うのだが」

　リーンハルトの言葉に、ハルツェンがこくりと頷いた。

「恐らく、病気そのものはそこまで深刻では……なかった、と思います」

「なかった……？」

　つい訊ねてしまったのは、ローゼマリーのほうだ。

　こくりと、ハルツェンが頷いた。

「以前、お話ししたと思いますが、このところ薬価が高騰しております」

「はい。材料の流通の問題ですね」

　これについては、生産量をあげるなどの対策が必要で、すぐに改善できる問題ではないとローゼマリーは考えていた。

「はい。しかも需要が一気に増えたために、そもそも薬が不足しているのです」

「リーン……何とかならないのですか？」

「父上も兄上も、支援策を打ち出しているが……小手先、なんだ。分かった上で、今は支援しかできない」

「小手先……？」

「高騰の原因はほかにもある」

　そう言って、リーンハルトは懐から紙を取り出した。

　ローゼマリーは見覚えがあった。といっても、同じものではなく、父の書類整理を手伝った際に見かけたのと、よく似ているだけだ。

「これは……材料と買い付けのリスト、ですか？」

「ああ。王家は流通の管理をしているといっても、実際は役職つきの貴族が担当している。そこから先は商人の仕事でもある」

「でもおかしいです。この原価で、なぜ最終的にあれほど高騰するのですか？　いくら薬不足でも、ここまで上がるとは思えないのですが……」

「……君は本当に、純粋な人だ」

　褒めているのではなく、かといって貶す空気でもない。

　ただ、感心している。そう言わんばかりの声だった。

「世の中、君みたいな人ばかりだったならよかった」

「リーン……？」

「薬はね、不足していないんだ」

「え……？」

　意外な言葉だった。いや、ローゼマリーもその可能性を考えてはいたが、まさか、と思っていた。

　ローゼマリーにとって、貴族の第一の見本は父だった。

　父は愛情深い人だ。家族に対しても部下に対しても、領民に対しても。

　現に父の領地で、こうした病が流行っているとは聞かない。薬価は他とあまり変わっていないものの、父はその分を税収から還元し、領民の負担を減らしている。

　その結果、大きな病の流行を抑えていると考えていい。

　一方、カサンドラの父であるファスベンダー侯爵──彼も善良な人だ。しかし昨年は、領地が不作だったと聞く。税収が減っている、ということは、それとなく聞いていた。

　ともかく、ローゼマリーがよく知る貴族というのは、ごくごく真っ当に役目を果たそうとする人が多い。

　しかし、ローゼマリーも公爵家の育ちだ。

　後ろ暗い何かを持つ貴族が存在する──ことぐらいは、理解している。

　ただ、考えないようにしていただけ、だ。

　そういう人間がいるということを。

「リーン様の仰る通りです。あ、いえ、ロレッタ様のご実家のことでは……」

　ハルツェンが言い淀む。

　彼は、ローゼマリーとリーンハルトの正体を知っている。

　生地の売買や工房の出入りで、様々な情報を得ては、それを王家に伝えている。いわば協力者だ。

「分かっています。……この役目についた人間が流通を止めたり、不当な値上げをしている、ということですわね」

　もちろん、この手のことは利益が生じなければ、そもそも誰も流通させようとは思わない。そのためマージンが生じるのは仕方ないことだ。

　だが、それにも限度がある。

「では、このリストに基づいて踏み込めばよろしいのでは」

　ローゼマリーの言葉に、リーンハルトが首を横に振った。

「そのリストにあるのはね、あくまで仲介人だ」

「仲介……？」

「ああ、少し厳密じゃないな。まぁ、これらの人物の次、そのまた次、次……と、実際に薬が人々に届くまでに、あまりに多くの人を経由している、ってことだよ」

「そんな……それじゃあ、間に入るお金は増える一方では？」

「いや、それよりも厄介なのはね」

　リーンハルトは、とんとんとリストを指で叩いた。

「最終的にこれらの金は、特定の誰かのもとに流れていく」

「え、それぞれが得るのではなく」

「そうだね、多少は渡すだろうけど。でも、人が増えれば増えるほど、たとえ一割でも多額の金になるんだ」

　確かにその通りだ。

　父もよく言っていた。領民の数が増えるほど、一人頭から取る税は減る。もちろん、そこまで単純な話ではないものの、労働力の確保は重要と言っていた。

　恐らく、それとよく似た話なのだろうと、ローゼマリーは感じた。

「そして間に人が増えるほど、追いにくくなる」

「リーン様とハルツェンさんは……」

　その大元を捕まえたいと思っているのか。

　あえて口にしなかった。だが、意図を汲んでくれたのか、二人は頷いた。

「しかし向こうも強敵だ。どうにも尻尾が掴めない。兄上も協力してくれている。陛下も、できるだけ国民の費用負担を減らす方向で動いて下さっているけど」

「小手先と仰ったのは、つまり、金銭的な支援では根本的な解決にならないからですわね」

「その通り。早く手を打つ必要はある。だけど、初手を誤ると……」

　大元は逃げてしまう。一時的になりをひそめたとしても、いたちごっこが続く。

「だが、ここに来て流行り病だ」

「もう郊外に入り込んでいてもおかしくない、と、お二人は考えているんですよね」

　リーンハルトとハルツェンが頷く。

（今、有効な薬を広めておかないと、いずれこの国全体が……）

　どうして気づかないのか。

　己の利益のためだけを考えた結果、それが巡り巡って跳ね返ってくることを。

（私には、それを責める資格はないけど）

　それでも、できることがあるのではないだろうか。

　父に協力を頼もう。いや、すでにリーンハルト達が根回しをしているかもしれない。

　もっと、自分自身にできることはないか。

「……リーン様、ハルツェンさん。この病の詳細ってわかりますか？」

「ロー……ロレッタ？」

「この病、以前にも流行しているものなら、どこかに記録がありますよね？　それを取り寄せることは可能ですか？」

　無理をいっているのは分かっている。

　医者は家ごとの承認制。詳細はそうした家に伝わっていて、外部に出るものではない。

「ああ。王城勤めの医師なら協力してくれる」

「はい。できれば、最新の情報も欲しいんですけど」

「……わかった」

　リーンハルトは、それでも無理とは言わない。

（そうだ。もう一度、母の遺した資料をあたってみよう。あれが、民間での治療法をまとめたものなら）

　まだローゼマリーが読んでいない資料も、実家にあるかもしれない。

「それなら、私もできる限り調べてみます」

「ハルツェンさん……」

「……リーン様は、私の商売が上手くいかなかった時、密かに支援してくださった。それは同情ではなく「こんなに良い目利きを潰すわけにいかない」と」

「……昔のことだよ」

　リーンハルトが答える。ハルツェンは、にこりと笑った。

「とにかく、事は慎重に。そして急ぎましょう。今ならまだ打てる手も多いと思います」

　ハルツェンの言葉に、ローゼマリーもリーンハルトも頷く。

「あまり頻繁にここへ出入りなさるのも、問題があるかと存じます。いざという時の連絡手段を決めておきましょう」

「そうしよう。ロレッタ、君は……」

「はい」

　それ以上は言わなかった。

　三人で連絡方法を決め、それぞれのやるべきことを決め、その日は解散した。

　その間も、国の危機は密かに広がっていく。
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　二日後。ローゼマリーは、久方ぶりに実家にいた。

　だが極秘の帰省だった。

　ローゼマリーが公爵邸に戻っていると知れると、ひっきりなしに挨拶したいと貴族達が訪れるからだ。

　父が配慮してくれたおかげで、ローゼマリーは誰にも邪魔されずに書庫にこもることができている。

　第三とはいえ、人気のある王子の婚約者。

　シュティルケ公爵家と繋がっているだけでも、貴族間ではステータスになるのは知っている。

　それゆえに、魔女の血だと蔑まれやすいことも。

　公爵である父の娘の自分ですらこうなのだから、妻となった母の心労はいかほどだっただろうか。

　だがその母はもういない。

（ああ、お母様が生きていらしたら、もっとすぐに調べられたかもしれないのに！）

　ローゼマリーにできるのは、ひたすら蔵書を紐解くこと。

　王城に移した分はごく一部だ。

　ローゼマリーも、実際にその蔵書が納められている書庫を見たのは数回だけ。

　だが、母は目録を遺してくれていた。

　どの本を開けばいいか──それでもかなりの量だが、闇雲に探すよりもはるかに良い。

（やるしかない）

　ローゼマリーの役目。

　それは、同じ効果を持つ別の薬を発見すること。

　あるいは、作り出すことだ。

　今、普及している薬が高騰して賄えないのならば、作ってしまえばいい。

　そのためには、できるだけ症状の情報が欲しかった。

　幸いにして過去の流行分はリーンハルトの信頼する医師が、そして最新のものはファスベンダー侯爵家が提供を協力してくれることになった。

　国として流行り病の現状を知りたい、という名目で、ローゼマリーはまずカサンドラに連絡を取ったのだ。

　返事は即座にきた。

『ローゼマリー様は私を助けてくださった。そして、わかってくださった』

　ファスベンダー侯爵家令嬢であるカサンドラはそう書き記し、本来ならあまり表に出したがらない領地の病人の情報をローゼマリーに渡すよう、父親を説得してくれたのだ。

　ファスベンダー侯爵は真面目な人物で、収束させる対策こそすぐに打てないが、いざという時のため資料をまとめてくれていたのだ。

　それは、すぐにシュティルケ公爵家に届けられた。

　リーンハルトに協力してくれている医師からの情報も集められ、とにかくローゼマリーはそれらを睡眠を削って頭に叩き込むように読み込んだ。

　魔女の知識とは違う見地から書かれている資料には、不明な用語を記して質問をしたり、自身でも辞書を何度も引いたりした。知識があればと悔やんでいる暇も惜しかった。

　なおカサンドラは今、徐々に回復しているとのことだった。劇的に効く薬はないが、日々の生活に気をつけて過ごしているそうだった。

（私は医者じゃない。薬師というのも少し違う。魔女──でも、皆が蔑むようなことは、母も先祖達もしていない）

　いくつか未読の資料に眼を通して、ひしひしと実感した。

　母の一族は、人々のために生きていた。

　でもそれによって、次第に恐れられるようになっていった。それぐらい、魔女の一族が集めた知識は大きな武器となったのだ。

「ローゼマリー様」

　声がして、ローゼマリーはハッと我に返ってそちらを見た。

　テレサだった。

　彼女もまた、ローゼマリーの帰省に伴っていた。

「あまり根をお詰めになりませんように」

「大丈夫よ」

「公爵様も、どうか無理はしないようにとの仰せです」

「お父様が……」

　媚薬の一件を、父が知っているかどうかはわからない。だがなんとなく、ローゼマリー自身はどこか気まずさが残っている。

「でも、私にしかできないことなのよ」

「ええ。ただ、親として心配なのですよ。……ローゼマリー様は、大切な娘なのですから」

　そう言われると胸が痛む。

　何一つ、娘らしいことができた気がしない。

　リーンハルトと婚約できたことは、父にとっては王家との結びつきができてよかったかもしれないが。

「……お懐かしい」

「え？」

「ローゼマリー様のお母上様も、よく、そうして一心不乱に学ばれていました。私は、せいぜい燭台の火を絶やさぬようにしたり、お茶を運ぶぐらいしか……」

「……きっと母も、すごく嬉しかったと思う」

　ローゼマリーは、身体をしっかりとテレサに向けた。

「今私も、励まされている。ごめんなさいね。詳細は言えないのだけども」

「いいえ、構いません。さ、きりのよいところでいったんお休みになってください」

「うん、あともうちょ……わわっ！」

　手にしていた資料を戻そうとして、うっかり棚にある本を落としてしまった。

「まぁ大変！」

　テレサが拾うのを手伝ってくれた。

　だが、ローゼマリーは、たまたま開いたページに釘付けになった。

「……あった」

　いずれはこの本に行き着いたかもしれない。

　だが、予期せず開き、そして不意に眼で拾い読みした記述──偶然のおかげで早く見つけることができた。

　やはり過去の魔女の誰かが、すでに作り上げていたのだ。

　まるで未来を予見したかのように。
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「……ない」

　さっそく資料を部屋に持ち帰ったローゼマリーだったが、どうしても一つの材料だけ、代替を見つけられなかった。

（これ以外は、王族専用の庭園にあるものから採取できるし、保管もされている。でも、あそこにもなかった……）

　比較的近い効果が期待されるものはあるのだが、他の材料とどう作用するかわからない。

　そして何より、この材料は今、かなり高騰している。

　生産量が少ないのだ。

（でも、ちょっと変ね。この当時はもっと貴重だった？　そもそも、ここって国境の……）

　採取できる地域の名前が資料に補記されていたが、ローゼマリーは聞き覚えがない。

　そもそもこの地域は、正確にはヴィーク王国ではない。

（待って。ここは確か何度も隣国と争い、そして今は……隣国の領地となっているはず）

　そのため、様々な資料から何度も姿を消したり現したりと、歴史上忙しない場所なのだ。

（そういえば、媚薬の話が出た時だわ）

　昨年隣国で新しい植物が発見された、という話題だ。

（待って。……もしかして、代替品になるんじゃなくて、そもそもここに載っている植物と、発見された植物は……名前は違うけど、同じもの？）

　ピキン、と、頭の中で何かが爆ぜるような音がした。

　資料と記憶が結びついた瞬間、ローゼマリーは居ても立ってもいられなくなった。

　慌ただしく書き殴るように、ローゼマリーは手紙をしたためた。

　大きな音を立てて部屋のドアを開け放つと、すぐ近くにテレサがいた。

　うろたえる彼女に、ローゼマリーはまるめた手紙を手渡した。

「王城に送ってっ！　今すぐ！」

「え、あ、リーンハルト様に」

「そうよ、お願い、早くっ！」

「かしこまりました！」

　事情をのみこんでくれたらしいテレサが、手紙を手に駆け出す。

　リーンハルトなら、手に入れてくれるはず。

　──お互い、愛のない結婚はしたくないという理由で、破談を受け入れてくれた王女。

　そんな彼女のいる隣国とは、今も関係は良好だ。

（あの植物も、大元に気づかれている可能性はあるけど、隣国のものにおいそれと手を出せないはず……）

　それは希望的観測でもあった。

　間に入っている者が、どんな人物達なのか完全には把握できていないからだ。

　隣国の関係者ではないと、どうして断言できるだろうか。

　それでも、手は打っておきたい。

（リーンは大元を捕らえるための調査を続けている……でもその間も、流行り病は広がっていく。止めなくちゃ！）

　クリスティアン王太子夫妻、ジギスヴァルト、そして国王夫妻。父にテレサにハルツェンに、カサンドラ嬢。

　皆が打てる手を打とうとしている。協力してくれる。

（お母様、私、魔女としての責務を果たせるでしょうか）

　多くの人を救おうとした先祖達に、胸を張れるように。

　リーンハルトからの返事が届く前に、他の材料を用意して、調合する。そしてそのレシピを信頼できる医者と薬師に対して公開──。

　寝ている暇は、ない。

















第四章　未来へ進む












　全てをやりきった──とは、思っていない。

　新しい薬の開発。

　といえば聞こえはいいが、実際は、代替となる材料を発見し、それを用いて似た薬を作り上げたに過ぎない。

　リーンハルトのつてで手に入れた植物は、まさに名称が違うだけで資料にあったものと同じだったのだ。

　だが、知識は眠らせるだけでは何の役にも立たない。あの薬とほぼ同じものが流通していながら、母の家系が表舞台に出ていないのは──色々な事情があったのだろう。

　過去を変えることはできない。

　だが、勇気一つ出せば、未来は変えられる。

　それはとても重責で、恐ろしいことかもしれないが──。

　治験を兼ねて、症状が出た中で志願してくれた者達にまず与えた。もう病は、都の商人街でも流行し始めていた。外へ出る者が日に日に減り続け、商売が成り立たずに雇用を削り、そしてあぶれた者同士が集まってまた感染が広まる。だが、それに歯止めがかかった。

　先行して服用させた薬の効果があったのだ。

　この功績で、ローゼマリーと母方の家は、医者として公認されることになった。

　そして時期を同じくして、リーンハルト達も大元を捕らえることができた。

　ローゼマリーの薬が出回り始めたことで、大元の人物は焦りを見せたらしい。そこを逃さず、証拠を掴んで踏み込んで、一網打尽となった。商人街での感染が広まり始めたことで起きた混乱から、綻びが生じたらしい。

　呆気ないといえば、呆気ない幕切れだ。

　しかし、後手後手であれば、国中が危機に陥っていただろう。

（本当はもっと早く、私が気づいていればよかった）

　そうすれば被害も少なかったかも。

　だが、悔やむだけではダメだ。

　世間では、新薬を作って広めたローゼマリーを『聖女』と呼び始めた。あまりにむずがゆい、誉れが過ぎる讃たたえに、ローゼマリーは恥ずかしくて仕方なかった。

『そこは素直に受け取るべきだよ』

　リーンハルトの言葉がなければ、昔のように閉じこもっていたかもしれないぐらいの変化だった。

　ローゼマリーは椅子に腰かけながら、鏡を見つめていた。

（これが私なんだ……）

　公爵令嬢として、不自由のない生活をしてきた。

　ただ、黒々とした髪に、闇のような瞳──この国では珍しい色合いは、ローゼマリーにとっては母譲りで誇らしくとも、やはり周囲から奇異に見られていた。

　自分に華やかな姿は似合わない。そう思ってきた。

　だが、リーンハルトと出逢い、彼に与えられてきた愛情が少しずつローゼマリーを変えていった。

　そして今は、多くの人々にも認められた。

　今の姿──白く輝くウェディングドレスをまとった自分は、まるで別人のようだった。

　シンプルなデザインであるが、それがローゼマリーの黒髪をより品良く際立たせている。

　この生地はもちろん、ハルツェンから仕入れて、当代一の職人達にデザインから縫製まで任せた、ローゼマリー──第三王子リーンハルトが迎える妻のために捧げられた一着だ。

　だが、これは都に住まう人々からの献上物でもあった。

　都を救った聖女に相応しいものを。

　そう、当代一の職人達とは、都に住まう人々の代表者でもあった。彼らはローゼマリーのために、この晴れ着を心を込めて作ってくれたのだ。

　その胸元には、一輪の赤い薔薇。

　リーンハルトから贈られ、媚薬で結ばれた日も身につけたもの。ローゼマリーにとっては、己の欲望のためだけに知識を使った戒めであり、同時に大切な人との出逢いの象徴でもある。

　今日この日に身につけるのには、相応しいと思っている。






「ローゼマリー様」

　一度、控え室を出て行っていたテレサが戻ってきた。

「そろそろ参りましょう。皆様が……リーンハルト様が、お待ちですよ」

「ええ。今行くわ」

　テレサに微笑みかけてから、ローゼマリーは「あ」と声をあげた。

　そして、鏡台からガラス瓶を手に取る。

　元は、あの媚薬を入れていたものだ。

　今は、ローゼマリーが母の遺したレシピをもとに作った香水が入っている。

　これだけは、先祖が伝えてきたものではない。

　母が生前、ローゼマリーのためだけに書き記してくれたものだった。

『あなたは、薔薇をまとっていっそう美しくなるわ』

　そう言って微笑んだ母は、もう病が進んでいて、今にも消えてしまいそうなほどに儚はかなかった。

　でも、とても美しかった。

　あの美しさにどこか憧れていた。だが、あれが死の直前の輝きというなら──。

（私は生きていきたい。もっと。そして生きたうえで、凜と綺麗でありたい）

　きっと母もそう望んでくれている。

　ローゼマリーは蓋を開けて、数滴を指に垂らすと、それを首筋につけた。

　甘くも優しい馥郁ふくいくとした香りが広がっていく。

　これがやがて、自分の匂いと混ざって、ローゼマリーだけの香りとなっていくのだ。
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　長い長い廊下を、ローゼマリーはしずしずと歩く。

　王城のバルコニーは、今日だけ一般にも公開された庭園に面している。

　ざわざわ、と、階下の熱気が壁越しにも伝わってくる。

　そのバルコニーの前に、リーンハルトが立っていた。

　自分と同じく純白のタキシードを着て、いつもと違って髪を後ろに流している。

　その胸には、赤薔薇。

　今日のために、ローゼマリーが自ら作り、プレゼントした飾りだった。

　光り輝くような金髪に、青空のような眼、そして純白には、揃いの赤がよく映えている。

「ローゼ……美しい」

　こちらを見るなり、頬を緩ませてリーンハルトが囁く。

「美しいのは、リーン、あなたです」

「はは、男相手にかい？」

「はい。美しいに、男も女もありません」

　真っ直ぐにリーンハルトを見つめて、ローゼマリーは微笑んだ。

「君は、変わったね」

「そうでしょうか……？」

「以前の君は、とても素晴らしいものを持っているのに、それを隠そうとしているようなところがあった」

「自分では、分かりません」

「かもね。でも、僕が知っている」

「リーン……」

「今では、都の皆が知っている。君がとても正義感が強くて、その力を人のために惜しまない『聖女』だと」

　近づいたリーンハルトが、そっと耳元に唇を寄せた。

「でも、積極的で淫らで綺麗な君は、僕だけのものであってほしいね」

「っ！」

　突然の言葉にローゼマリーは、反射的に耳を手で覆った。リーンハルトに当たることなく、彼は素早く顔をあげた。

　笑っている。いたずらっ子のように。

　ローゼマリーの大好きな笑顔をしている。

「ご心配なさらなくても」

「ん？」

「私、魔女なのですよ。魔女はとても、執念深いのですわ」

　今なら返せる。

　リーンハルトによく似た笑顔を。

「参ったな」

　困ったような、照れているような、そんな風に少しだけ眉を寄せてはにかんだ。

「さあ、行こうか。皆が君を待っているよ」

「いいえ、私達二人を、ですわ」

「ああ、そうだね」

　リーンハルトが腕を差し出してきた。

　ローゼマリーは微笑みを湛えたまま、己の腕を絡ませる。

「二人で開けよう」

　普通なら従者が開けるドアだが、ローゼマリーはこくりと頷いた。

「せーの」

　声を掛け合って、ローゼマリーとリーンハルトはバルコニーのドアを開け放った。

　晴天の下、祝福の声が響き渡った。
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　聖女と王子の結婚式は、盛大な祝福のもとで幕を閉じた。

　ローゼマリーはリーンハルトとともに、宴をそっと抜け出す。付き添う者以外は、二人がいなくとも夜を飲み明かすのだ。

　結婚した王子に与えられる寝室は、二人のためのもの。

　色とりどりの薔薇が飾られて、芳しい香りが漂っている。

　花嫁衣装を脱ぎ、透き通る白の夜着に身を包んだローゼマリーは、寝台の上で静かにリーンハルトと向かい合っていた。

「ローゼ……」

「ん……」

　そっと抱き寄せられ、唇を重ねる。

　僅かに酒の味がする──だがそれは自分も同じ。唾液とともに混ざり合い、熱が一つになっていく、

　ローゼマリーのほうからも、夫となった愛しい人を求める。

　互いが互いを欲しがる口づけを繰り返していく。

「っ、ん……っ」

　リーンハルトの手が、布越しにそっと乳房に触れる。

　柔く揉まれているうちに、ぷくりと尖端が堅くなっていく。

「ひゃっああ」

　指で摘ままれ、くりくりと弄いじられると、甘い声が勝手に漏れ出てしまう。

　だがその声すら吸われるように口づけられて、ローゼマリーはくらりと眩暈がした。

「君は誰よりも美しいよ」

　唇を僅かに離したリーンハルトが囁く。

「っ、そ、んなこと」

「ないとは言わせないよ」

　首筋にキスをされ、夜着を開はだけさせられる。なめらかな肌をするりと生地が滑っていく。

「君は、とても素敵だ。僕は、君が好きだよ」

「……リーン……」

「ずっと、ずっと──そう思ってきたよ」

　また否定してしまいそうになる。

　しかし、ぐっとローゼマリーは呑み込んだ。

　リーンハルトの気持ちを、自分の臆病さゆえに、あり得ないというのは──彼に対する不実だ。

（そうよ……私は魔女。だから、もう迷わない）

　結婚式の前に、リーンハルトは「君は変わった」と言ってくれたのだから。

　すぐに全てを変えるのが難しくとも、少しずつ、変えていければいい。

　きっとリーンハルトは、どんな自分も受け入れてくれる。

　そう信じている。

「あ、んん……」

　愛撫が再開される。

　リーンハルトの大きい手が肌をすべると、より皮膚が汗ばんでいく。

「っ！」

　脚の間はすでに泥濘ぬかるんでいた。ぬるぬると指で擦られ、ローゼマリーは息を詰めた。

「力を抜いて」

「っ、でも、ん」

「……優しくするから。今も、これからも、ずっと」

　ちゅ、と、鎖骨にキスをされる。

　その口づけで、ローゼマリーは意識して、ふと力を抜いた。

「あ、ああっ……んっ」

　リーンハルトの指が、ローゼマリーの中に入り込んできた。

　ゆっくりと抜き差しを繰り返すうちに、ぐちゅぐちゅと卑猥な水音が響き始めて、ローゼマリーは顔が熱くなった。

　何本か指が増やされ、だいぶ蕩けてきた頃だった。

「や、あっ、だめ……そこ、は……っ！」

　愛撫のうちに夜着を脱いでいたリーンハルトが胸、腹の筋、そしてへそに舌を這わせていく。

　彼は躊躇うことなく、ローゼマリーの脚の間に顔を寄せた。

　ローゼマリーは慌てて閉じようとしたが、もはや敵わなかった。

「だめ、です、だめぇ……」

「どうして……？」

「だ、って、汚い……ですから」

「なぜ？」

「な、なぜ、って」

「……綺麗だよ」

　ふふっと、リーンハルトが笑う。その声には、少しだけ意地悪な響きが含まれている。

　ローゼマリーは、ふるりと震えた。

　恐れからではなく──期待からだ。

　自覚してしまって、いっそう身体が熱くなる。

「ああ、っ、ひぅんんっ」

　リーンハルトの舌が秘部を這って、ちゅく、ちゅぷ、と、指とは違う粘膜同士の濡れた音が鳴る。

　じわりじわりと、奥からさらに粘液が溢れ出てくるのを、ローゼマリーは感じとった。

「ああ、ぁ、んん……ひぅん」

　シーツを掴み、身を何度も捩らせる。

（だめ、早く、欲しい……リーンが、欲しい）

　無意識に腰を揺らして、リーンハルトを誘う。

　熱は溜まっていく一方だった。

「あ、ああ、リーン、わ、私……もうっ」

「……もう？」

　舌を一度引っ込めて、リーンハルトが問う。

　吐息も声も、敏感になり過ぎた場所には刺激となる。

「っ、もう、だめ、です」

「どうだめなのかな……」

「い、意地悪を……しないで、くださいっ」

「……言わなきゃ、分からないよ」

「っ！」

　ローゼマリーは逡巡したが、とっくに理性は消えかけているのだ。

　答えは一つ。

「わ、私の中に……あなたを、リーンを、ください」

　はふはふと息を荒げながら、ローゼマリーは告げた。

「……うん。僕も、君が欲しい」

　熱の籠もる吐息をこぼして、リーンハルトが身を起こす。

　そして彼はローゼマリーの脚をより開かせると、すでに屹立していたモノの尖端を、濡れて蕩ける秘部にぐっと押しつけた。

「くっ、ううんん」

　ずぷぷと、ローゼマリーの花唇は雄茎を呑み込む。

「あっ、ああっ、んん、ううんっ」

　抜き差しを繰り返すうちに、ずぷ、ずぷと、リーンハルトが腰を前へと進ませる。

　一つになる悦びに、身も心も震え上がる。

「っ！」

　──ふと視線の合ったリーンハルトが、柔らかく微笑んだかと思うと、ぐいっとローゼマリーの片脚を持ち上げてきた。

　ローゼマリーの右脚が、リーンハルトの肩に乗せられる。

「ま、まって、くださ……」

「より、深く感じたい……君を……っ」

　リーンハルトも、理性を失ってきているのだ。

　──自分と交わっていてそうなったのを、嬉しいと感じる自分が確かにいる。
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「あああっ、深い、んんっ！　や、あああ！」

　その状態で軽く揺すられただけで、どちゅどちゅと、最奥を突かれてしまう。

　そのたびにローゼマリーは嬌声をあげながら、自らも腰を動かす。

　ふるんふるんと胸が揺れ、汗が散る。黒い髪はとっくに乱れている。

　来る──来る。

　もうじき、待ち望んでいた瞬間が来てしまう。

　それを寂しく思う自分がいる。

　だが、これからは、何度でも迎えることができる。

　リーンハルトと二人で。

「あ、あああっ、あつ、熱い……ぃ」

　絶頂の波に乗せられて、視界が白く爆ぜると同時に、ローゼマリーは激しい吐精を最奥で受け止めた。

　この熱がいつか実を結ぶ時が、きてほしい。

　ローゼマリーはなおも精を呑み込みながら、ふわりと、微笑んだ。

















エピローグ　午後、美しき薔薇の園で












　そしてローゼマリーが、第三王子の妃となって十年。

　前国王は引退し、クリスティアン王太子が王位を継承して新しい治世となってから五年。

　ヴィーク王国の医療は、技術だけでなく制度も急速に整った。

　その主導を行ったのはローゼマリーだ。

　夫となったリーンハルトとともに、国内各地への慰問はもちろんのこと、他国へも積極的に訪問した。

　技術も制度も、ヴィーク王国だけの独占とすれば、確かに莫大な利益を生み出す。

　しかし、先代や当代の王とも話し合い、できるだけ大陸全土で広まっていくよう努めた。

　義兄であるジギスヴァルトも、全面的に協力してくれている。

　しかし反発はあった。特に貴族からは、未だ完全に理解を得られたとはいえない。

　それでも少しずつ、世の中は変わっていく。

　時に苦しみを覚えることがあっても、ローゼマリーは日々、確かな手応えを感じていた。

　だが、時に休息も必要だ。

　ローゼマリーは午後から、王城の離れで静かに過ごすことにした。

　折しも春の穏やかな陽気。

　テラスのベンチに座っていると、うつらうつらとしてしまいそうだった。

「やーっ、兄様、それ、ワタシが見つけたのよ！」

「違うよぉ、ボクだよっ！」

　だが静寂は、庭園のほうから近づいてきた賑やかな声と足音で破られたのだった。

「二人とも、仲良くしなさい」

　できるだけ柔らかな声音で、しかし二人にきちんと聞こえるように、ローゼマリーは叱った。

　ローゼマリーは、リーンハルトとの間に二人の子を授かった。息子は九歳、娘は七歳だ。

「でもでも、兄様が新しい花の芽を、自分が見つけたって言うんですっ、ワタシが先なのに！」

「見つけたのはボクが先だよ！」

　いきさつは、実はローゼマリーの座っている場所からも把握できた。

　二人が同時に何かを見つけたことも。

「一緒に見つけたのでしょう？」

　母親であるローゼマリーが指摘すると、二人は拗ねたように唇を尖らせた。

　あまりにそっくりな表情をするので、思わず笑ってしまいそうになるのを堪えた。

　普段はとても仲が良い兄妹だ。ただ、二人とも活発で自分の意見を曲げたがらない性格のため、時々こうして衝突する。

（こんな二人の姿を見るのも、今日、久しぶりにゆっくりできるからかもしれない）

　多忙になると、どうしても一緒にいる時間は少なくなってしまう。

　だから、二人はその分を埋めようとするように、母親を喜ばせたいと躍起になったのだろう。

　ローゼマリーは微笑んで、二人の頬を片方ずつ、そっと撫でた。

「教えてくれてありがとう。花の芽があるところまで、案内してくれる？」

「はいっ」

「はい！」

　頬を撫でられて、すっかり笑顔になっていた二人は、同時に返事をしてくれた。

　駆け出した二人を追おうとした時だった。

「二人とも、元気で素直な子に育ったね」

　残った仕事を終わらせたらしい、夫のリーンハルトが声をかけてきた。

「ええ。わんぱくで、少し大変ですけど」

　我が子達が健やかなのは嬉しい。

　大変などと言ってしまうと、わがままだろうか。

「だけど、先を越されたな」

「リーン？」

「君に花を見せようと思ったのは、あの子達だけじゃないんだよ」

　微笑む夫を見つめていると、彼が抱き締められる距離まで歩み寄ってきた。

「君と出逢った時も、こんな風に薔薇が見事に咲いていたね」

　そう囁いたリーンハルトが、ポケットから取り出したのは、青薔薇の髪飾りだった。花は上質なシルクで造られ、差し色に輝くパールを配している。

「覚えているかい。今日はね、君と初めて出逢った日なんだよ」

　彼は折にふれて、思い出の花である薔薇を色んな形で贈ってくれるのだ。

　ローゼマリーも、今はもう、あの頃のように自分を卑下する気持ちや、負い目もなく受け取ることができる。

「ええ、覚えているわ。だから、今日はお休みにしたのよ」

　ローゼマリーは僅かに頭を下げた。

　妻の意図するところを、リーンハルトはすぐに察してくれたようだ。

　豊かで艶やかな、この国では珍しい黒髪に、露を含んだ鮮やかな青薔薇が咲く。

「私、あなたに出逢えてよかった」

　もしも、あの茶会に参加していなければ。

　陰口に負けて、父に泣きつきにいっていたら。

　リーンハルトに声をかけられて、言葉を返さなかったら。

　──薬で結びつこうという、あの大胆な思いきりがなかったら。

　一つ一つの出来事が重なって、今ここにいる。

「愛しています、リーン」

　もしも、もっと違う人生があったとしても、きっと今以上に満たされることはない。

「僕もだよ、ローゼ」

　リーンハルトと出逢うべくして出逢ったと、今ならやっと思えるようになったのだ。

　こんな幸せなことはない。

「お母様ーっ！」

「早く早く！」

　子ども達の声がして、ローゼマリーは夫とともにそちらを向いた。

　当然ながら、彼らはとっくに花の芽の近くにいた。きっとしばらくの間、両親を見守っていたに違いなかった。

「すぐ行くわ」

　ローゼマリーが返事をして、前へ進もうとした時だった。

　リーンハルトのほうが先に一歩進み、そして振り向いた。

「さぁ、お手をどうぞ」

　差し出された手を見つめてから、ローゼマリーは微笑んだ。

「ええ」

　リーンハルトの温かな手に触れる。

　青薔薇を差したローゼマリーは、夫とともに、最愛の子ども達のもとへと歩いていった。

　春の休日は、まだ始まったばかりだ。







【終】
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